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令
和
元
年
６
月
４
日
、
㈱
北
海
鉄
工
所 

代
表
取
締
役
社
長 

林
孝
彦
氏
の
お
招
き

で
、
当
所
よ
り
中
井
秀
樹
会
頭
、
奥
忠
道
・

安
田
雅
和
副
会
頭
な
ど
６
名
で
北
海
グ

ル
ー
プ
へ
の
工
場
見
学
を
行
い
ま
し
た
。

㈱
北
海
鉄
工
所
は
、
鉄
人
28
号
の
巨
大
モ

ニ
ュ
メ
ン
ト
（
神
戸
市
長
田
区
）
を
製
作

し
た
こ
と
で
も
よ
く
知
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
当
日
は
、
岸
和
田
市
臨
海
町
に
あ
る
本

社
会
議
室
に
て
北
海
グ
ル
ー
プ
の
会
社
案

内
を
受
け
た
の
ち
、
北
海
鉄
工
所
の
本
社

工
場
に
て
冷
間
プ
レ
ス
工
法
・
熱
間
プ
レ

ス
工
法
な
ど
に
よ
る
鏡
板
の
製
造
工
程
、

車
両
工
場
に
て
鉄
道
車
両
部
品
の
製
造
工

程
、
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
フ
ァ
ク
ト
リ
ー
に
て

モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
製
品
の
製
作
工
程
、
さ
ら

に
関
西
ス
テ
ン
レ
ス
セ
ン
タ
ー
に
て
ス
テ

ン
レ
ス
鋼
の
切
断
及
び
加
工
工
程
を
約
２

時
間
案
内
い
た
だ
き
、
多
様
化
す
る
ニ
ー

ズ
に
対
応
で
き
る
卓
越
し
た
加
工
技
術
力

と
社
員
教
育
の
行
き
届
い
た
姿
を
拝
見
し
、

感
銘
を
受
け
ま
し
た
。

　
そ
の
後
、
場
所
を
移
し
約
１
時
間
、
意

見
交
換
を
行
う
な
ど
有
意
義
な
時
間
を
過

ご
し
ま
し
た
。

　
令
和
元
年
６
月
10
日
、Ｉ
ｏ
Ｔ
を
活
用

し
た
新
た
な
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
に
つ
い
て

を
学
ぶ
、
未
来
の
ビ
ジ
ネ
ス
セ
ミ
ナ
ー
を

開
催
し
ま
し
た
。

　
当
日
は
、
㈱
フ
ァ
イ
ブ
ス
タ
ー
代
表
取

締
役
の
金
山
義
則
氏
を
講
師
に
お
招
き

し
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
世
界
で
つ
な
が

る
「
モ
ノ
」
が
ど
の
よ
う
に
ビ
ジ
ネ
ス
や

業
務
の
効
率
化
に
結
び
つ
い
て
い
く
の
か

を
具
体
例
を
交
え
な
が
ら
解
説
し
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。

　
受
講
さ
れ
た
方
は
、
セ
ミ
ナ
ー
内
容
を

今
後
の
新
た
な
ビ
ジ
ネ
ス
展
開
に
活
用
す

べ
く
、
熱
心
に
聴
講
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　
今
年
10
月
１
日
か
ら
、
消
費
税
標
準
税

率
が
10
％
に
引
き
上
げ
ら
れ
る
と
同
時
に

日
本
で
は
初
め
て
「
消
費
税
軽
減
税
率
制

度
」
が
導
入
さ
れ
ま
す
。
当
所
で
は
、
軽

減
税
率
制
度
導
入
に
向
け
た
対
策
支
援
の

一
環
と
し
て
、
令
和
元
年
５
月
29
日
に
複

数
税
率
対
応
レ
ジ
ス
タ
ー
説
明
会
を
開
催

し
ま
し
た
。

　
当
日
は
、
複
数
税
率
対
応
レ
ジ
ス
タ
ー

の
実
機
に
よ
る
デ
モ
ン
ス
ト
レ
ー
シ
ョ
ン

の
ほ
か
、
レ
ジ
の
入
替
え
や
受
発
注
シ
ス

テ
ム
の
改
修
等
を
行
う
際
に
活
用
で
き
る

「
軽
減
税
率
対
策
補
助
金
」
に
つ
い
て
の

説
明
を
行
い
ま
し
た
。

　
受
講
さ
れ
た
方
は
、
軽
減
税
率
制
度
へ

の
理
解
を
深
め
る
べ
く
熱
心
に
聴
講
さ
れ

て
い
ま
し
た
。

複
数
税
率
対
応
レ
ジ
ス
タ
ー
説
明
会

北
海
グ
ル
ー
プ
へ
工
場
見
学

未
来
の
ビ
ジ
ネ
ス
セ
ミ
ナ
ー

令
和
元
年
度 

総
会
を
開
催

泉
州
地
域
広
域
観
光
連
携
協
議
会

泉
州
地
域
広
域
観
光
連
携
協
議
会

　
泉
州
地
域
広
域
観
光
連
携
協
議
会

は
、
令
和
元
年
５
月
29
日
、
ホ
テ
ル

レ
イ
ク
ア
ル
ス
タ
ー
ア
ル
ザ
泉
大
津

に
お
い
て
、
令
和
元
年
度
総
会
を
開

催
し
ま
し
た
。

　
総
会
で
は
、
平
成
30
年
度
事
業
報

告
並
び
に
収
支
決
算
（
案
）、
令
和

元
年
度
事
業
計
画
並
び
に
収
支
予
算

（
案
）、
任
期
満
了
に
よ
る
役
員
改
選

（
案
）
に
つ
い
て
全
会
一
致
で
承
認

さ
れ
ま
し
た
。

　
昨
年
度
は
、
当
所
が
中
心
と
な
っ

て
泉
州
地
域
の
着
地
型
観
光
調
査
研

究
委
員
会
を
開
催
し
、
泉
州
地
域
の

歴
史
的
・
文
化
的
資
源
の
融
合
に
よ

る
着
地
型
観
光
可
能
性
調
査
を
実
施

し
ま
し
た
。
ま
た
、
阪
南
７
商
工
会

議
所
の
中
堅
・
若
手
職
員
で
構
成
さ

れ
た
ワ
ー
キ
ン
グ
チ
ー
ム
が
、
泉
州

地
域
の
サ
イ
ク
リ
ン
グ
ル
ー
ト
の
実

走
及
び
サ
イ
ク
リ
ン
グ
の
先
進
地
で

あ
る
「
し
ま
な
み
海
道
」
や
「
松
山

サ
イ
ク
リ
ン
グ
プ
ラ
ス
」
の
視
察
調

査
を
行
い
ま
し
た
。
こ
れ
ら
の
調
査

マ
ッ
プ
（
多
言
語
）
の
作
成
、
地
域

資
源
（「
食
」「
ス
ポ
ー
ツ
」「
歴
史
・

文
化
」
な
ど
）
を
つ
な
ぐ
継
続
的
な

イ
ベ
ン
ト
の
開
催
、
ツ
ー
リ
ズ
ム
Ｅ

Ｘ
Ｐ
Ｏ
ジ
ャ
パ
ン
へ
の
出
展
、
プ
ロ

モ
ー
シ
ョ
ン
ビ
デ
オ
の
制
作
な
ど
に

取
り
組
み
、
積
極
的
な
プ
ロ
モ
ー

シ
ョ
ン
活
動
等
を
実
施
し
て
ま
い
り

ま
す
。

か
ら
、
ワ
ー
キ
ン
グ
チ
ー
ム
よ
り
、

泉
州
地
域
の
地
域
資
源
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
を
活
用
し
た
新
し
い
サ
イ
ク
リ
ン

グ
ル
ー
ト
や
滞
在
ホ
テ
ル
を
拠
点
と

し
た
周
遊
マ
ッ
プ
の
作
成
を
提
案
さ

れ
、
委
員
会
で
は
着
地
型
観
光
の
方

向
性
と
実
現
方
策
を
検
討
し
ま
し
た
。

　
本
年
度
は
、
引
き
続
き
当
所
が
中

心
と
な
っ
て
泉
州
地
域
の
着
地
型
観

光
推
進
委
員
会
を
開
催
し
、
サ
イ
ク

リ
ン
グ
等
に
よ
る
地
域
資
源
の
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
化
事
業
を
実
施
し
ま
す
。

具
体
的
に
は
、
ワ
ー
キ
ン
グ
チ
ー
ム

の
ほ
か
、（
一
社
）Ｋ
Ｉ
Ｘ
泉
州
ツ
ー

リ
ズ
ム
ビ
ュ
ー
ロ
ー
や
管
内
事
業
者

等
の
協
力
者
を
加
え
、
昨
年
度
実
施

し
た
調
査
研
究
結
果
を
も
と
に
、
泉

州
な
ら
で
は
の
地
域
資
源
を
活
用
し

た
サ
イ
ク
リ
ン
グ
ル
ー
ト
の
設
定
や

体
験
コ
ー
ス
の
設
定
な
ど
と
い
っ
た

「
コ
ト
消
費
型
コ
ン
テ
ン
ツ
」
の
開

発
・
実
証
を
行
い
ま
す
。

　
ま
た
、
サ
イ
ク
リ
ン
グ
を
核
と
し

て
、
ホ
テ
ル
等
を
拠
点
と
し
た
周
遊

　
令
和
元
年
６
月
４
日
、
泉
南
カ
ン
ツ

リ
ー
ク
ラ
ブ
に
お
い
て
阪
南
７
商
工
会
議

所
役
員
・
議
員
懇
親
ゴ
ル
フ
大
会
を
開
催

し
ま
し
た
。

　
当
日
は
、
晴
天
に
恵
ま
れ
絶
好
の
ゴ
ル

フ
日
和
の
中
、
総
勢
45
名
の
方
が
参
加
さ

れ
ま
し
た
。
プ
レ
ー
終
了
後
は
、
表
彰
式

を
兼
ね
た
懇
親
会
を
催
し
、
終
始
和
や
か

な
ム
ー
ド
の
中
、
団
体
優
勝
、
個
人
優
勝

者
の
挨
拶
等
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

◇
団
体
成
績

　
優
　
勝
　
和
泉
商
工
会
議
所

　
準
優
勝
　
堺
商
工
会
議
所

　
３
　
位
　
泉
佐
野
商
工
会
議
所

◇
個
人
成
績

　
優
　
勝
　
嘉
手
納
良
和 

氏
（
和
泉
）

　
準
優
勝
　
佐
生
和
彦 

氏
（
高
石
）

　
３
　
位
　
宇
野
誠 

氏
（
泉
佐
野
）

阪
南
７
商
工
会
議
所

役
員
・
議
員
懇
親
ゴ
ル
フ
大
会
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向
性
と
実
現
方
策
を
検
討
し
ま
し
た
。

　
本
年
度
は
、
引
き
続
き
当
所
が
中

心
と
な
っ
て
泉
州
地
域
の
着
地
型
観

光
推
進
委
員
会
を
開
催
し
、
サ
イ
ク

リ
ン
グ
等
に
よ
る
地
域
資
源
の
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
化
事
業
を
実
施
し
ま
す
。

具
体
的
に
は
、
ワ
ー
キ
ン
グ
チ
ー
ム

の
ほ
か
、（
一
社
）Ｋ
Ｉ
Ｘ
泉
州
ツ
ー

リ
ズ
ム
ビ
ュ
ー
ロ
ー
や
管
内
事
業
者

等
の
協
力
者
を
加
え
、
昨
年
度
実
施

し
た
調
査
研
究
結
果
を
も
と
に
、
泉

州
な
ら
で
は
の
地
域
資
源
を
活
用
し

た
サ
イ
ク
リ
ン
グ
ル
ー
ト
の
設
定
や

体
験
コ
ー
ス
の
設
定
な
ど
と
い
っ
た

「
コ
ト
消
費
型
コ
ン
テ
ン
ツ
」
の
開

発
・
実
証
を
行
い
ま
す
。

　
ま
た
、
サ
イ
ク
リ
ン
グ
を
核
と
し

て
、
ホ
テ
ル
等
を
拠
点
と
し
た
周
遊

　
令
和
元
年
６
月
４
日
、
泉
南
カ
ン
ツ

リ
ー
ク
ラ
ブ
に
お
い
て
阪
南
７
商
工
会
議

所
役
員
・
議
員
懇
親
ゴ
ル
フ
大
会
を
開
催

し
ま
し
た
。

　
当
日
は
、
晴
天
に
恵
ま
れ
絶
好
の
ゴ
ル

フ
日
和
の
中
、
総
勢
45
名
の
方
が
参
加
さ

れ
ま
し
た
。
プ
レ
ー
終
了
後
は
、
表
彰
式

を
兼
ね
た
懇
親
会
を
催
し
、
終
始
和
や
か

な
ム
ー
ド
の
中
、
団
体
優
勝
、
個
人
優
勝

者
の
挨
拶
等
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

◇
団
体
成
績

　
優
　
勝
　
和
泉
商
工
会
議
所

　
準
優
勝
　
堺
商
工
会
議
所

　
３
　
位
　
泉
佐
野
商
工
会
議
所

◇
個
人
成
績

　
優
　
勝
　
嘉
手
納
良
和 

氏
（
和
泉
）

　
準
優
勝
　
佐
生
和
彦 

氏
（
高
石
）

　
３
　
位
　
宇
野
誠 

氏
（
泉
佐
野
）

阪
南
７
商
工
会
議
所

役
員
・
議
員
懇
親
ゴ
ル
フ
大
会
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令
和
元
年
６
月
21
日
、
当
所
２
階
研
修

室
に
お
い
て
、
６
月
度
定
例
会
を
開
催
し

ま
し
た
。

　
今
回
の
定
例
会
で
は
、
メ
ン
バ
ー
間
で

各
業
界
の
抱
え
る
課
題
や
問
題
点
を
挙
げ
、

異
業
種
の
視
点
か
ら
課
題
解
決
の
ヒ
ン
ト

を
つ
か
む
こ
と
を
目
的
と
し
た
グ
ル
ー
プ

デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
を
行
い
ま
し
た
。
長

年
業
界
が
抱
え
て
き
た
問
題
を
異
業
種
の

視
点
か
ら
捉
え
る
こ
と
で
新
し
い
見
解
が

生
ま
れ
、
異
業
種
間
な
ら
で
は
の
活
発
な

意
見
交
換
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
岸
和
田
商
工
会
議
所
女
性
会
は
、
本
年

度
よ
り
関
西
商
工
会
議
所
女
性
会
連
合
会

へ
加
盟
し
、
令
和
元
年
６
月
14
日
に
京
都

ホ
テ
ル
オ
ー
ク
ラ
に
お
い
て
開
催
さ
れ
た

「
第
31
回
関
西
商
工
会
議
所
女
性
会
連
合

会
総
会 

京
都
大
会
」
に
は
久
場
共
見
子

前
会
長
が
出
席
し
ま
し
た
。

　
総
会
で
は
平
成
30
年
度
の
事
業
報
告
な

ら
び
に
収
支
決
算
、
令
和
元
年
度
の
事
業

計
画
な
ら
び
に
収
支
予
算
、
令
和
元
年
～

２
年
度
役
員
選
任
に
つ
い
て
の
審
議
が
行

わ
れ
、
す
べ
て
の
議
事
が
満
場
一
致
で
承

認
さ
れ
ま
し
た
。

　
総
会
終
了
後
は
、
京
都
産
業
大
学
学
長

補
佐
・
法
学
部
法
政
策
学
科
教
授
の
山
田

啓
二
氏
の
講
演
を
聴
講
、
京
舞
井
上
流
家

元
の
井
上
八
千
代
氏
の
祝
舞
を
拝
見
し
、

そ
の
後
は
懇
親
会
に
て
各
地
女
性
会
と
の

親
睦
を
深
め
ま
し
た
。

　
定
例
会
終
了
後
は
、
う
ま
か
も
ん
貴
桜

（
岸
和
田
市
宮
本
町
）
に
お
い
て
懇
親
交

流
会
を
開
催
し
、定
例
会
に
お
け
る
グ
ル
ー

プ
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
で
挙
が
っ
た
各
業

界
の
課
題
や
問
題
点
を
メ
ン
バ
ー
全
員
で

共
有
し
、
新
た
な
ビ
ジ
ネ
ス
チ
ャ
ン
ス
に

つ
な
げ
る
べ
く
、
各
種
の
情
報
交
換
な
ど

を
交
え
な
が
ら
交
流
を
深
め
ま
し
た
。

女
性
会
活
動
報
告

関
西
商
工
会
議
所
女
性
会
連
合
会
へ
加
盟

第
31
回 

関
西
商
工
会
議
所
女
性
会
連
合
会
総
会 

京
都
大
会
に
参
加

青
年
部
活
動
報
告

６
月
度
定
例
会
を
開
催
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元
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６
月
21
日
、
当
所
２
階
研
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室
に
お
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、
６
月
度
定
例
会
を
開
催
し

ま
し
た
。

　
今
回
の
定
例
会
で
は
、
メ
ン
バ
ー
間
で

各
業
界
の
抱
え
る
課
題
や
問
題
点
を
挙
げ
、

異
業
種
の
視
点
か
ら
課
題
解
決
の
ヒ
ン
ト

を
つ
か
む
こ
と
を
目
的
と
し
た
グ
ル
ー
プ

デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
を
行
い
ま
し
た
。
長

年
業
界
が
抱
え
て
き
た
問
題
を
異
業
種
の

視
点
か
ら
捉
え
る
こ
と
で
新
し
い
見
解
が

生
ま
れ
、
異
業
種
間
な
ら
で
は
の
活
発
な

意
見
交
換
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
岸
和
田
商
工
会
議
所
女
性
会
は
、
本
年

度
よ
り
関
西
商
工
会
議
所
女
性
会
連
合
会

へ
加
盟
し
、
令
和
元
年
６
月
14
日
に
京
都

ホ
テ
ル
オ
ー
ク
ラ
に
お
い
て
開
催
さ
れ
た

「
第
31
回
関
西
商
工
会
議
所
女
性
会
連
合

会
総
会 

京
都
大
会
」
に
は
久
場
共
見
子

前
会
長
が
出
席
し
ま
し
た
。

　
総
会
で
は
平
成
30
年
度
の
事
業
報
告
な

ら
び
に
収
支
決
算
、
令
和
元
年
度
の
事
業

計
画
な
ら
び
に
収
支
予
算
、
令
和
元
年
～

２
年
度
役
員
選
任
に
つ
い
て
の
審
議
が
行

わ
れ
、
す
べ
て
の
議
事
が
満
場
一
致
で
承

認
さ
れ
ま
し
た
。

　
総
会
終
了
後
は
、
京
都
産
業
大
学
学
長

補
佐
・
法
学
部
法
政
策
学
科
教
授
の
山
田

啓
二
氏
の
講
演
を
聴
講
、
京
舞
井
上
流
家

元
の
井
上
八
千
代
氏
の
祝
舞
を
拝
見
し
、

そ
の
後
は
懇
親
会
に
て
各
地
女
性
会
と
の

親
睦
を
深
め
ま
し
た
。

　
定
例
会
終
了
後
は
、
う
ま
か
も
ん
貴
桜

（
岸
和
田
市
宮
本
町
）
に
お
い
て
懇
親
交

流
会
を
開
催
し
、定
例
会
に
お
け
る
グ
ル
ー

プ
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
で
挙
が
っ
た
各
業

界
の
課
題
や
問
題
点
を
メ
ン
バ
ー
全
員
で

共
有
し
、
新
た
な
ビ
ジ
ネ
ス
チ
ャ
ン
ス
に

つ
な
げ
る
べ
く
、
各
種
の
情
報
交
換
な
ど

を
交
え
な
が
ら
交
流
を
深
め
ま
し
た
。

女
性
会
活
動
報
告

関
西
商
工
会
議
所
女
性
会
連
合
会
へ
加
盟

第
31
回 

関
西
商
工
会
議
所
女
性
会
連
合
会
総
会 

京
都
大
会
に
参
加

青
年
部
活
動
報
告

６
月
度
定
例
会
を
開
催
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専門相談窓口のご案内
岸和田商工会議所では、 「専門相談窓口」 を設置して、 経営の幅広い分野にわたる悩みやご相談をお受けしています。
弁護士・税理士・弁理士・社会保険労務士などの各分野の専門家が親切かつ丁寧に対応して、 適切なアドバイスをいたします。
ご相談はすべて無料、 もちろん秘密は厳守いたします。 お気軽にご利用ください。
なお、 各相談窓口をご利用の際は、 電話にて事前にご予約をお願いいたします。

法　　　律

よろず相談

創　　　業

事 業 承 継

17 月25 日（木）相談日 13:00 ～ 16:00 弁護士〔商取引・不動産取引・中小企業法務〕

08 月12 日（金）相談日 13:00 ～ 16:00 弁護士〔民事・商事〕

08 月22 日（木）相談日 13:00 ～ 16:00 弁護士〔商取引・不動産取引・中小企業法務〕

17 月17 日（水）相談日 10:00 ～ 17:00 大阪府よろず支援拠点コーディネーター

08 月21 日（水）相談日 10:00 ～ 17:00 大阪府よろず支援拠点コーディネーター

相談日  事前にご希望の日時をご連絡ください。 商工会議所経営指導員

相談日  事前にご希望の日時をご連絡ください。 事業承継コーディネーター

相談の申込み・お問い合わせは

072-439-5023
岸和田商工会議所 中小企業相談所まで

TEL.

○大阪府よろず支援拠点
　中小企業庁が各都道府県に設置する「よろず支援拠点」では、　中小企業・
小規模事業者の皆様の売上拡大、経営改善など、経営上のあらゆる相談に無
料でコーディネーターが対応し、適切な解決方法をご提案します。 
　また、課題解決に向けて相談内容に応じた適切な支援機関の紹介や課題に
対応した支援機関の相互連携をコーディネートします。 

　☆総合的・先進的な、経営アドバイスを提供 
　☆皆様のための、課題解決チームを編成
　☆課題に応じた、ワンストップサービス

電話：06-4708-7045 
場所：〒541-0053　大阪市中央区本町1-4-5 
　　　大阪産業創造館2階（最寄駅：Osaka Metro 堺筋本町） 

問い合わせ先

お気軽に
ご連絡
下さい !

岸和田商工会議所では、新たにご入会頂ける会員様を随意募集しています。
入会をご希望される事業所がございましたら、ご紹介頂きますようお願い
申し上げます。ご連絡を頂きましたら、職員がご説明にお伺いします。

ご入会に関するお問い合わせは

岸和田商工会議所まで

072-439-5023

SUMIYOSHI JAPAN 岸和田市稲葉町 卸商業中古自転車、中古自動車、機械

大堅工業 岸和田市尾生町 建設一般貨物運送業

株式会社アグリハウス技研 岸和田市磯上町 小売商業農業資材の企画、開発、製造、販売

木彫　前田工房 岸和田市南上町 工業木彫刻

ＳＭＢＣ日興証券株式会社
岸和田支店

岸和田市土生町 理財金融証券業

合同会社Ｇ ｔｏ Ｃ ｃｏｎｎｅｃｔ 岸和田市宮本町 サ－ビス業介護予防、デイサービス

(順不同・敬称略）

事業所名 所在地 事業内容 所属部会

新 入会員のご紹介
NEW MEMBER ご入会、誠にありがとうございます。

-Thank you for joining-

【製造業】従業員ＤＩ値は改善傾向、業況ＤＩ値は悪化傾向、
その他の項目はほぼ横ばい

【卸売業】採算・従業員ＤＩ値は改善傾向、資金繰り・仕入
単価ＤＩ値は悪化傾向、その他の項目はほぼ横ば
い

【小売業】売上高・採算・従業員ＤＩ値は改善傾向、業況・
仕入単価ＤＩ値は悪化傾向、その他の項目はほぼ
横ばい

【サービス業】
採算ＤＩ値は改善傾向、業況・資金繰り・先行き
見通しＤＩ値は悪化傾向、その他の項目はほぼ横
ばい

業況・資金繰りＤＩ値は改善傾向、採算・従業員
ＤＩ値は悪化傾向、その他の項目はほぼ横ばい

【建設業】

業　況 採　算売上高 資金繰り 仕入単価 従業員 先行き見通し

建設業

47.4

▲11.1

製造業

36.8

卸売業

▲15.2

0.0

小売業

サービス業

35.7

岸和田商工会議所では、岸和田市内の会員事業所（建設業

・製造業・卸売業・小売業・サービス業）を対象に、景況

並びに経済動向等に関する情報収集および分析を行い、今

後の経営改善事業に資するとともに、これらの情報を会員

事業所の皆様へ提供し、参考にしていただいております。

市内景気観測

ＤＩ＝（増加・好転などの回答割合）－（減少・悪化などの回答割合）

ＤＩ値は、売上・採算・業況などの各項目についての、判断

の状況を表す。ゼロを基準として、プラスの値で景気の上向

き傾向を表す回答の割合が多いことを示し、マイナスの値で

景気の下向き傾向を表す回答の割合が多いことを示す。

※ＤＩ値（景況判断指数）について

+30 +10 ▲10 30

∓

0

業　況 採　算売上高 資金繰り 仕入単価 従業員 先行き見通し

業　況 採　算売上高 資金繰り 仕入単価 従業員 先行き見通し

業　況 採　算売上高 資金繰り 仕入単価 従業員 先行き見通し

業　況 採　算売上高 資金繰り 仕入単価 従業員 先行き見通し

6月調査結果
〈6月1日～25日〉

16.7

▲42.1

▲30.4

14.3

31.6

▲6.1

7.1

▲6.1

▲12.0

5.3

21.7

0.0

▲16.7 ▲22.2

▲10.5

▲31.6

1.2▲10.5 ▲21.1

▲5.3

▲4.3

▲7.1

▲8.7

▲5.3

0.0 ▲13.0

▲16.7 ▲22.2 16.7
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専門相談窓口のご案内
岸和田商工会議所では、 「専門相談窓口」 を設置して、 経営の幅広い分野にわたる悩みやご相談をお受けしています。
弁護士・税理士・弁理士・社会保険労務士などの各分野の専門家が親切かつ丁寧に対応して、 適切なアドバイスをいたします。
ご相談はすべて無料、 もちろん秘密は厳守いたします。 お気軽にご利用ください。
なお、 各相談窓口をご利用の際は、 電話にて事前にご予約をお願いいたします。

法　　　律

よろず相談

創　　　業

事 業 承 継

17 月25 日（木）相談日 13:00 ～ 16:00 弁護士〔商取引・不動産取引・中小企業法務〕

08 月12 日（金）相談日 13:00 ～ 16:00 弁護士〔民事・商事〕

08 月22 日（木）相談日 13:00 ～ 16:00 弁護士〔商取引・不動産取引・中小企業法務〕

17 月17 日（水）相談日 10:00 ～ 17:00 大阪府よろず支援拠点コーディネーター

08 月21 日（水）相談日 10:00 ～ 17:00 大阪府よろず支援拠点コーディネーター

相談日  事前にご希望の日時をご連絡ください。 商工会議所経営指導員

相談日  事前にご希望の日時をご連絡ください。 事業承継コーディネーター

相談の申込み・お問い合わせは

072-439-5023
岸和田商工会議所 中小企業相談所まで

TEL.

○大阪府よろず支援拠点
　中小企業庁が各都道府県に設置する「よろず支援拠点」では、　中小企業・
小規模事業者の皆様の売上拡大、経営改善など、経営上のあらゆる相談に無
料でコーディネーターが対応し、適切な解決方法をご提案します。 
　また、課題解決に向けて相談内容に応じた適切な支援機関の紹介や課題に
対応した支援機関の相互連携をコーディネートします。 

　☆総合的・先進的な、経営アドバイスを提供 
　☆皆様のための、課題解決チームを編成
　☆課題に応じた、ワンストップサービス

電話：06-4708-7045 
場所：〒541-0053　大阪市中央区本町1-4-5 
　　　大阪産業創造館2階（最寄駅：Osaka Metro 堺筋本町） 

問い合わせ先

お気軽に
ご連絡
下さい !

岸和田商工会議所では、新たにご入会頂ける会員様を随意募集しています。
入会をご希望される事業所がございましたら、ご紹介頂きますようお願い
申し上げます。ご連絡を頂きましたら、職員がご説明にお伺いします。

ご入会に関するお問い合わせは

岸和田商工会議所まで

072-439-5023

SUMIYOSHI JAPAN 岸和田市稲葉町 卸商業中古自転車、中古自動車、機械

大堅工業 岸和田市尾生町 建設一般貨物運送業

株式会社アグリハウス技研 岸和田市磯上町 小売商業農業資材の企画、開発、製造、販売

木彫　前田工房 岸和田市南上町 工業木彫刻

ＳＭＢＣ日興証券株式会社
岸和田支店

岸和田市土生町 理財金融証券業

合同会社Ｇ ｔｏ Ｃ ｃｏｎｎｅｃｔ 岸和田市宮本町 サ－ビス業介護予防、デイサービス

(順不同・敬称略）

事業所名 所在地 事業内容 所属部会

新 入会員のご紹介
NEW MEMBER ご入会、誠にありがとうございます。

-Thank you for joining-

【製造業】従業員ＤＩ値は改善傾向、業況ＤＩ値は悪化傾向、
その他の項目はほぼ横ばい

【卸売業】採算・従業員ＤＩ値は改善傾向、資金繰り・仕入
単価ＤＩ値は悪化傾向、その他の項目はほぼ横ば
い

【小売業】売上高・採算・従業員ＤＩ値は改善傾向、業況・
仕入単価ＤＩ値は悪化傾向、その他の項目はほぼ
横ばい

【サービス業】
採算ＤＩ値は改善傾向、業況・資金繰り・先行き
見通しＤＩ値は悪化傾向、その他の項目はほぼ横
ばい

業況・資金繰りＤＩ値は改善傾向、採算・従業員
ＤＩ値は悪化傾向、その他の項目はほぼ横ばい

【建設業】

業　況 採　算売上高 資金繰り 仕入単価 従業員 先行き見通し

建設業

47.4

▲11.1

製造業

36.8

卸売業

▲15.2

0.0

小売業

サービス業

35.7

岸和田商工会議所では、岸和田市内の会員事業所（建設業

・製造業・卸売業・小売業・サービス業）を対象に、景況

並びに経済動向等に関する情報収集および分析を行い、今

後の経営改善事業に資するとともに、これらの情報を会員

事業所の皆様へ提供し、参考にしていただいております。

市内景気観測

ＤＩ＝（増加・好転などの回答割合）－（減少・悪化などの回答割合）

ＤＩ値は、売上・採算・業況などの各項目についての、判断

の状況を表す。ゼロを基準として、プラスの値で景気の上向

き傾向を表す回答の割合が多いことを示し、マイナスの値で

景気の下向き傾向を表す回答の割合が多いことを示す。

※ＤＩ値（景況判断指数）について

+30 +10 ▲10 30

∓

0

業　況 採　算売上高 資金繰り 仕入単価 従業員 先行き見通し

業　況 採　算売上高 資金繰り 仕入単価 従業員 先行き見通し

業　況 採　算売上高 資金繰り 仕入単価 従業員 先行き見通し

業　況 採　算売上高 資金繰り 仕入単価 従業員 先行き見通し

6月調査結果
〈6月1日～25日〉

16.7

▲42.1

▲30.4

14.3

31.6

▲6.1

7.1

▲6.1

▲12.0

5.3

21.7

0.0

▲16.7 ▲22.2

▲10.5

▲31.6

1.2▲10.5 ▲21.1

▲5.3

▲4.3

▲7.1

▲8.7

▲5.3

0.0 ▲13.0

▲16.7 ▲22.2 16.7
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暑中広告暑中広告

暑中お見舞い申し上げます暑中お見舞い申し上げます
（順不同）

岸
和
田
市
磯
上
町
四-

三-

一
二

電
　
話 

〇
七
二(

四
三
六)

二
二
二
二

岸
和
田
市
稲
葉
町
一
三
五
〇

電
　
話 

〇
七
二(

四
七
九)

〇
三
三
一

大
阪
市
北
区
茶
屋
町
一
八-

一
四

電
　
話 

〇
六(

六
三
七
五)

一
〇
〇
五

岸
和
田
市
内
畑
町
二
一
九
一

電
　
話 

〇
七
二(

四
七
九)

〇
八
五
九

Ｆ
Ａ
Ｘ 

〇
七
二(

四
七
九)

一
九
五
二

岸
和
田
市
磯
上
町
三-

二
三-

一
二

電
　
話 

〇
七
二(

四
三
六)

〇
三
六
〇
㈹

Ｆ
Ａ
Ｘ 

〇
七
二(

四
三
二)

八
四
四
一

岸
和
田
市
臨
海
町
二
〇-

二

電
　
話 

〇
七
二(

四
三
八)

〇
二
八
一

Ｆ
Ａ
Ｘ 

〇
七
二(

四
三
八)

〇
二
八
四

岸
和
田
市
山
直
中
町
七
六
一

電
　
話 

〇
七
二(

四
四
五)

二
八
九
八

Ｆ
Ａ
Ｘ 
〇
七
二(

四
四
五)

二
九
四
六

岸
和
田
市
小
松
里
町
二
三
一
二

電
　
話 

〇
七
二(

四
四
一)

四
五
六
六

Ｆ
Ａ
Ｘ 

〇
七
二(

四
四
一)

四
五
七
七

岸
和
田
市
大
町
三
四
七

電
　
話 

〇
七
二(
四
四
五)

一
三
二
一

岸
和
田
市
三
ケ
山
町
七
六
六

電
　
話 

〇
七
二(

四
四
五)

〇
四
五
八

岸
和
田
市
八
阪
町
二-

一-

一
〇

電
　
話 

〇
七
二(

四
三
三)

四
五
四
五

岸
和
田
市
田
治
米
町
一
五
三-

一

電
　
話 

〇
七
二(

四
四
五)

〇
二
八
五

岸
和
田
市
上
松
町
三-

八-

五

電
　
話 

〇
七
二(

四
二
七)

四
八
〇
一

岸
和
田
市
西
之
内
町
一
〇-

一
八

電
　
話 

〇
七
二(

四
三
九)

五
四
四
五

岸
和
田
市
上
野
町
西
一
一-

一
九

本
社 

岸
和
田
市
土
生
町
三-

一
三-

二
二

　
　 

泉

　

州

　

卸

　

団

　

地

　

内

　
　 

電
　
話 

〇
七
二(

四
三
九)

〇
一
二
三
㈹

中 

井 

秀 

樹

藤 

本 

紀 

男

北 

川 

健 

一

伊
藤 

雄
一
郎

植 

野 

正 

仁

北 

條 

博 

史

釘 

宮 

金 

生

松 

浪   

明

土 

井 

康 

司

永 

井 

一 

夫

寺 

内 

琢 

雅

鵜 

川   

淳

辰 

巳 

美 
績

辰 

巳 

雅 

美

奥
　  

好 

司

奥
　  

忠 

道

西 

田   

收

代
表
取
締
役

社
　
　
　
長

代
表
取
締
役

社
　
　
　
長

頭
　
　
　
取

代
表
取
締
役

代
表
取
締
役

代

表

理

事

代
表
取
締
役

代
表
取
締
役

代
表
取
締
役

社
　
　
　
長

代
表
取
締
役

代
表
取
締
役

代
表
取
締
役

社
　
　
　
長

代
表
取
締
役

社
　
　
　
長

代
表
取
締
役

会
　
　
　
長

代
表
取
締
役

常
務
執
行
役
員

代
表
取
締
役

社
　
　
　
長

酒
・
食
品
卸

株
式
会
社 

奥
保
険
事
務
所

辰
巳
織
布
株
式
会
社

岸
和
田
観
光
バ
ス
株
式
会
社

Ｊ
Ｆ
Ｅ
継
手
株
式
会
社

半
田
紡
績
株
式
会
社

松
浪
硝
子
工
業
株
式
会
社

だ
ん
ぢ
り
屋
製
菓
株
式
会
社

永
井
織
布
株
式
会
社

株
式
会
社 

池
田
泉
州
銀
行

泉
州
敷
物
株
式
会
社

有
限
会
社 

伊
藤
歯
車
製
作
所

大
阪
鉄
工
金
属
団
地
協
同
組
合

日
興
製
鋼
株
式
会
社

株
式
会
社 

日
関
冷
機
工
業

株
式
会
社

 

マ
ル
セ
イ

丸
清
ケ
ー
ス
株
式
会
社

パ
ッ
ケ
ー
ジ
プ
ラ
ザ
・
マ
ル
セ
イ

暑中お見舞い申し上げます暑中お見舞い申し上げます
（順不同）

泉
北
郡
忠
岡
町
新
浜
二-

五-

二
〇

電
　
話 

〇
七
二(

四
三
六)

〇
二
五
一

岸
和
田
市
西
之
内
町
二
〇-

四
〇

電
　
話 

〇
七
二(

四
四
四)

二
〇
〇
〇

岸
和
田
市
上
町
二
三-

八

電
　
話 

〇
七
二(

四
三
九)

六
〇
〇
〇
㈹

Ｆ
Ａ
Ｘ 

〇
七
二(

四
三
〇)

岸
和
田
市
並
松
町
二
三-

二
〇

電
　
話 

〇
七
二(

四
二
三)

三
四
三
四

本
　
　
社 

岸
和
田
市
並
松
町
一-

五

　
　
　
　 

電
話 

〇
七
二(

四
三
九)

四
五
〇
一
㈹

大
阪
本
店 

大
阪
市
住
吉
区
万
代
東
四-

一-

三
〇

　
　
　
　 

電
話 

〇
六(

六
六
〇
五)

一
一
〇
一

岸
和
田
市
西
之
内
町
二
七-

五

電
　
話 

〇
七
二(

四
四
四)

Ｆ
Ａ
Ｘ 

〇
七
二(

四
四
三)

三
三
三
三

岸
和
田
市
西
之
内
町
六
七-

二

電
　
話 

〇
七
二(

四
四
四)

六
六
五
五

Ｆ
Ａ
Ｘ 

〇
七
二(

四
四
三)

一
九
〇
三

岸
和
田
市
港
緑
町
六-

一

電
　
話 

〇
七
二(

四
三
八)

一
五
八
一

Ｆ
Ａ
Ｘ 

〇
七
二(

四
三
八)

一
五
八
二

一
一
三
八

一
六
〇
五
㈹

岸
和
田
市
野
田
町
一-

一
五-

一
二

電
　
話 

〇
七
二(

四
三
九)

〇
七
四
五

岸
和
田
市
沼
町
二-

一

電
　
話 

〇
七
二(

四
二
三)

五
〇
八
一

岸
和
田
市
土
生
町
三-

四-

一

電
　
話 

〇
七
二(

四
三
七)

三
四
六
二

岸
和
田
市
春
木
若
松
町
二
一-

一

電
　
話 

〇
七
二(

四
三
七)

七
六
八
八

岸
和
田
市
土
生
町
二-

七-
一
四

電
　
話 

〇
七
二(

四
三
八)

七
三
五
八

岸
和
田
市
岸
城
町
三-

二
二

電
　
話 

〇
七
二(

四
三
一)

四
五
六
七
㈹

岸
和
田
市
池
尻
町
九
五-

一
二

電
　
話 

〇
七
二(

四
四
五)

五
八
三
〇
㈹

新 

井 

正 

準

山 

本 

雄 

一

佐
　
藤
　
幸
　
夫

岩 

出 

正 

次

岩 

出 

和 

哲

北 

野 

健
太
郎

北 

野 

勝  

彦

辻
　  

力 

男

辻
　  

時 

秋

河 

合 

直 

樹

櫻 

井 

新 

嗣

桝 

田 

昌 

昭

役 

員 

一 

同

藤 

原 

龍 

平

久 

納 

洋 

一

奥 

田 

耕 

策

勘
米
良 

和
則

五 

味 

寛 

昭

嶋
本 

繁
次
郎

河
　  

啓 

一

株
式

会
社

代
表
取
締
役

会
　
　
　
長

代
表
取
締
役

社
　
　
　
長

代
表
取
締
役

社
　
　
　
長

専
務
取
締
役

代
表
取
締
役

社
　
　
　
長

代
表
取
締
役

会
　
　
　
長

代
表
取
締
役

会
　
　
　
長

代
表
取
締
役

社
　
　
　
長

代
表
取
締
役

社
　
　
　
長

代
表
取
締
役

理
　
事
　
長

副

理

事

長

副

理

事

長

代
表
取
締
役

代
表
取
締
役

代
表
取
締
役

社
　
　
　
長

代
　
表
　
者

ミ
カ
ド
塗
装
工
業

市 

興 

企 

画

誠
実
に
社
会
に
貢
献
す
る

塗
装
・
防
水
工
事

株
式
会
社 

壇
建
築
計
画
事
務
所

建
築
設
計
・
監
理
・
ま
ち
づ
く
り
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト

一
級
建
築
士
事
務
所

泉
州
卸
商
業
団
地
協
同
組
合

三
進
金
属
工
業
株
式
会
社

株
式
会
社 

泉
州
緑
化

有
限
会
社
ミ
ー
ト
ワ
ー
ル
ド
ま
す
田

櫻
井
工
業
株
式
会
社

岸
和
田
青
果
株
式
会
社

岸
和
田
綜
合
食
品
地
方
卸
売
市
場

株
式
会
社 

五
味
三
星
堂

ま
い
に
ち
株
式
会
社
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暑中広告暑中広告

暑中お見舞い申し上げます暑中お見舞い申し上げます
（順不同）

岸
和
田
市
磯
上
町
四-

三-

一
二

電
　
話 

〇
七
二(

四
三
六)

二
二
二
二

岸
和
田
市
稲
葉
町
一
三
五
〇

電
　
話 

〇
七
二(

四
七
九)

〇
三
三
一

大
阪
市
北
区
茶
屋
町
一
八-

一
四

電
　
話 

〇
六(

六
三
七
五)

一
〇
〇
五

岸
和
田
市
内
畑
町
二
一
九
一

電
　
話 

〇
七
二(

四
七
九)

〇
八
五
九

Ｆ
Ａ
Ｘ 

〇
七
二(

四
七
九)

一
九
五
二

岸
和
田
市
磯
上
町
三-

二
三-

一
二

電
　
話 

〇
七
二(

四
三
六)

〇
三
六
〇
㈹

Ｆ
Ａ
Ｘ 

〇
七
二(

四
三
二)

八
四
四
一

岸
和
田
市
臨
海
町
二
〇-

二

電
　
話 

〇
七
二(

四
三
八)

〇
二
八
一

Ｆ
Ａ
Ｘ 

〇
七
二(

四
三
八)

〇
二
八
四

岸
和
田
市
山
直
中
町
七
六
一

電
　
話 

〇
七
二(

四
四
五)

二
八
九
八

Ｆ
Ａ
Ｘ 

〇
七
二(

四
四
五)

二
九
四
六

岸
和
田
市
小
松
里
町
二
三
一
二

電
　
話 

〇
七
二(

四
四
一)

四
五
六
六

Ｆ
Ａ
Ｘ 

〇
七
二(

四
四
一)

四
五
七
七

岸
和
田
市
大
町
三
四
七

電
　
話 

〇
七
二(

四
四
五)

一
三
二
一

岸
和
田
市
三
ケ
山
町
七
六
六

電
　
話 

〇
七
二(

四
四
五)

〇
四
五
八

岸
和
田
市
八
阪
町
二-

一-

一
〇

電
　
話 

〇
七
二(

四
三
三)

四
五
四
五

岸
和
田
市
田
治
米
町
一
五
三-

一

電
　
話 

〇
七
二(

四
四
五)

〇
二
八
五

岸
和
田
市
上
松
町
三-

八-

五

電
　
話 

〇
七
二(

四
二
七)

四
八
〇
一

岸
和
田
市
西
之
内
町
一
〇-

一
八

電
　
話 

〇
七
二(

四
三
九)

五
四
四
五

岸
和
田
市
上
野
町
西
一
一-

一
九

本
社 

岸
和
田
市
土
生
町
三-

一
三-

二
二

　
　 

泉

　

州

　

卸

　

団

　

地

　

内

　
　 

電
　
話 

〇
七
二(

四
三
九)

〇
一
二
三
㈹

中 

井 

秀 

樹

藤 

本 

紀 

男

北 

川 

健 

一

伊
藤 

雄
一
郎

植 

野 

正 

仁

北 

條 

博 

史

釘 

宮 

金 

生

松 

浪   

明

土 

井 

康 

司

永 

井 

一 

夫

寺 

内 

琢 

雅

鵜 

川   

淳

辰 

巳 

美 

績

辰 

巳 

雅 

美

奥
　  

好 

司

奥
　  

忠 

道

西 

田   

收

代
表
取
締
役

社
　
　
　
長

代
表
取
締
役

社
　
　
　
長

頭
　
　
　
取

代
表
取
締
役

代
表
取
締
役

代

表

理

事

代
表
取
締
役

代
表
取
締
役

代
表
取
締
役

社
　
　
　
長

代
表
取
締
役

代
表
取
締
役

代
表
取
締
役

社
　
　
　
長

代
表
取
締
役

社
　
　
　
長

代
表
取
締
役

会
　
　
　
長

代
表
取
締
役

常
務
執
行
役
員

代
表
取
締
役

社
　
　
　
長

酒
・
食
品
卸

株
式
会
社 

奥
保
険
事
務
所

辰
巳
織
布
株
式
会
社

岸
和
田
観
光
バ
ス
株
式
会
社

Ｊ
Ｆ
Ｅ
継
手
株
式
会
社

半
田
紡
績
株
式
会
社

松
浪
硝
子
工
業
株
式
会
社

だ
ん
ぢ
り
屋
製
菓
株
式
会
社

永
井
織
布
株
式
会
社

株
式
会
社 

池
田
泉
州
銀
行

泉
州
敷
物
株
式
会
社

有
限
会
社 

伊
藤
歯
車
製
作
所

大
阪
鉄
工
金
属
団
地
協
同
組
合

日
興
製
鋼
株
式
会
社

株
式
会
社 

日
関
冷
機
工
業

株
式
会
社

 

マ
ル
セ
イ

丸
清
ケ
ー
ス
株
式
会
社

パ
ッ
ケ
ー
ジ
プ
ラ
ザ
・
マ
ル
セ
イ

暑中お見舞い申し上げます暑中お見舞い申し上げます
（順不同）

泉
北
郡
忠
岡
町
新
浜
二-

五-

二
〇

電
　
話 

〇
七
二(
四
三
六)

〇
二
五
一

岸
和
田
市
西
之
内
町
二
〇-

四
〇

電
　
話 

〇
七
二(

四
四
四)

二
〇
〇
〇

岸
和
田
市
上
町
二
三-

八

電
　
話 

〇
七
二(

四
三
九)

六
〇
〇
〇
㈹

Ｆ
Ａ
Ｘ 

〇
七
二(

四
三
〇)

岸
和
田
市
並
松
町
二
三-

二
〇

電
　
話 

〇
七
二(

四
二
三)

三
四
三
四

本
　
　
社 

岸
和
田
市
並
松
町
一-

五

　
　
　
　 

電
話 

〇
七
二(
四
三
九)

四
五
〇
一
㈹

大
阪
本
店 

大
阪
市
住
吉
区
万
代
東
四-

一-

三
〇

　
　
　
　 

電
話 

〇
六(

六
六
〇
五)
一
一
〇
一

岸
和
田
市
西
之
内
町
二
七-

五

電
　
話 

〇
七
二(

四
四
四)

Ｆ
Ａ
Ｘ 

〇
七
二(

四
四
三)

三
三
三
三

岸
和
田
市
西
之
内
町
六
七-

二

電
　
話 

〇
七
二(

四
四
四)

六
六
五
五

Ｆ
Ａ
Ｘ 

〇
七
二(

四
四
三)

一
九
〇
三

岸
和
田
市
港
緑
町
六-

一

電
　
話 

〇
七
二(

四
三
八)

一
五
八
一

Ｆ
Ａ
Ｘ 

〇
七
二(

四
三
八)

一
五
八
二

一
一
三
八

一
六
〇
五
㈹

岸
和
田
市
野
田
町
一-

一
五-

一
二

電
　
話 

〇
七
二(

四
三
九)

〇
七
四
五

岸
和
田
市
沼
町
二-

一

電
　
話 

〇
七
二(

四
二
三)

五
〇
八
一

岸
和
田
市
土
生
町
三-

四-

一

電
　
話 

〇
七
二(

四
三
七)

三
四
六
二

岸
和
田
市
春
木
若
松
町
二
一-

一

電
　
話 
〇
七
二(

四
三
七)

七
六
八
八

岸
和
田
市
土
生
町
二-

七-

一
四

電
　
話 

〇
七
二(

四
三
八)

七
三
五
八

岸
和
田
市
岸
城
町
三-

二
二

電
　
話 

〇
七
二(

四
三
一)

四
五
六
七
㈹

岸
和
田
市
池
尻
町
九
五-

一
二

電
　
話 

〇
七
二(

四
四
五)

五
八
三
〇
㈹

新 

井 

正 

準

山 

本 

雄 

一

佐
　
藤
　
幸
　
夫

岩 

出 

正 

次

岩 

出 

和 

哲

北 

野 

健
太
郎

北 

野 

勝  

彦

辻
　  

力 

男

辻
　  

時 

秋

河 

合 

直 

樹

櫻 

井 

新 

嗣

桝 

田 

昌 

昭

役 

員 

一 

同

藤 

原 

龍 

平

久 

納 

洋 

一

奥 

田 

耕 

策

勘
米
良 

和
則

五 

味 

寛 

昭

嶋
本 

繁
次
郎

河
　  

啓 
一

株
式

会
社

代
表
取
締
役

会
　
　
　
長

代
表
取
締
役

社
　
　
　
長

代
表
取
締
役

社
　
　
　
長

専
務
取
締
役

代
表
取
締
役

社
　
　
　
長

代
表
取
締
役

会
　
　
　
長

代
表
取
締
役

会
　
　
　
長

代
表
取
締
役

社
　
　
　
長

代
表
取
締
役

社
　
　
　
長

代
表
取
締
役

理
　
事
　
長

副

理

事

長

副

理

事

長

代
表
取
締
役

代
表
取
締
役

代
表
取
締
役

社
　
　
　
長

代
　
表
　
者

ミ
カ
ド
塗
装
工
業

市 

興 

企 

画

誠
実
に
社
会
に
貢
献
す
る

塗
装
・
防
水
工
事

株
式
会
社 

壇
建
築
計
画
事
務
所

建
築
設
計
・
監
理
・
ま
ち
づ
く
り
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト

一
級
建
築
士
事
務
所

泉
州
卸
商
業
団
地
協
同
組
合

三
進
金
属
工
業
株
式
会
社

株
式
会
社 

泉
州
緑
化

有
限
会
社
ミ
ー
ト
ワ
ー
ル
ド
ま
す
田

櫻
井
工
業
株
式
会
社

岸
和
田
青
果
株
式
会
社

岸
和
田
綜
合
食
品
地
方
卸
売
市
場

株
式
会
社 

五
味
三
星
堂

ま
い
に
ち
株
式
会
社
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暑中広告暑中広告

暑中お見舞い申し上げます暑中お見舞い申し上げます
（順不同）

岸
和
田
市
加
守
町
三-

一
三-

二
三

電
　
話 

〇
七
二(

四
三
九)

〇
七
八
一

岸
和
田
市
地
蔵
浜
町
一
一-

一

電
　
話 

〇
七
二(

四
三
七)

一
六
六
一

岸
和
田
市
木
材
町
六-
五

電
　
話 

〇
七
二(

四
三
七)

一
七
二
七

Ｆ
Ａ
Ｘ 

〇
七
二(

四
三
六)
三
一
〇
四

岸
和
田
市
田
治
米
町
一
四
八-

三

電
　
話 

〇
七
二(

四
四
五)

〇
〇
九
一

Ｆ
Ａ
Ｘ 

〇
七
二(

四
四
五)

〇
〇
九
二

岸
和
田
市
野
田
町
二-

一
八--

二
二

電
　
話 

〇
七
二(

四
二
二)

一
一
八
五

Ｆ
Ａ
Ｘ 

〇
七
二(

四
三
六)

三
八
四
〇

〇
七
二(

四
四
五)

〇
二
二
五

〇
七
二(
四
四
四)

岸
和
田
市
大
町
三
八
九-

二

一
四
二
七

電
　
話

岸
和
田
市
筋
海
町
六-

一
〇

電
　
話 

〇
七
二(

四
三
七)

九
八
六
一

岸
和
田
市
筋
海
町
九-

二

電
　
話 

〇
七
二(

四
三
九)

〇
七
一
七

五
七
二
〇

岸
和
田
市
加
守
町
二-

一
〇-

二
七

電
　
話 

〇
七
二(

四
三
七)

〇
七
八
一
㈹

Ｆ
Ａ
Ｘ 
〇
七
二(

四
三
一)

岸
和
田
市
加
守
町
四-

二
七-

一

電
　
話 

〇
七
二(

四
四
五)

九
九
一
五
㈹

岸
和
田
市
作
才
町
一-

五-

三

電
　
話 

〇
七
二(

四
三
六)

三
六
三
六

Ｆ
Ａ
Ｘ 

〇
七
二(

四
三
七)

五
六
七
〇

岸
和
田
市
野
田
町
一-

六-

一
二

電
　
話 

〇
七
二(

四
二
二)

Ｆ
Ａ
Ｘ 

〇
七
二(

四
二
二)

〇
〇
二
七

六
一
六
一
㈹

岸
和
田
市
岡
山
町
五
三
〇-

六

電
　
話 

〇
七
二(

四
四
五)

六
七
九
五

Ｆ
Ａ
Ｘ 

〇
七
二(

四
四
五)

六
七
九
六

岸
和
田
市
沼
町
二
八-

二
四

電
　
話 

〇
七
二(

四
三
九)

八
四
九
一

Ｆ
Ａ
Ｘ 

〇
七
二(

四
三
九)

六
八
〇
四

本
社
営
業
所 

岸
和
田
市
土
生
町
三-

一
五-

二
二-

二
階

　
　
　
　
　 

電
話 

〇
七
二(

四
三
〇)

三
〇
一
一

大
阪
営
業
所 

大
阪
市
浪
速
区
難
波
中
一-

一
〇-

四-

一
一
階

　
　
　
　 

　
電
話 

〇
六(

四
三
九
七)

六
一
一
一

岸
和
田
市
別
所
町
三-

一
〇-

四

電
　
話 

〇
七
二(

四
三
三)

三
〇
〇
〇

奥
　  

尚 

輝

西 

村 

政 

信

近
道 

光
一
郎

井 

上 

昌 

直

肥 

後 

眞 
弘

林
　  

武 

士

須 

川 

直 

人

西 

野   

晃

藤 

原 

秀 

之

東 

上 

震 

一

米 

田 

智 

範

森 

田 

敏 

裕

徳 

野 

隆 

一

徳 

野 

利 

夫

牧 

村   

修

牧 

村 

隆 

夫

松 

藤 

正 

子

花 

田 

昌 

己

代
表
取
締
役

代
表
取
締
役

社
　
　
　
長

代
表
取
締
役

代
表
取
締
役

所
　
　
　
長

代
　
表
　
者

取
締
役
社
長

岸
　
和
　
田

支
　
社
　
長

代
表
取
締
役

院
　
　
　
長

代
表
取
締
役

社
　
　
　
長

税
　
理
　
士

社

会

保

険

労
　
務
　
士

社

会

保

険

労
　
務
　
士

社

会

保

険

労
　
務
　
士

社

会

保

険

労
　
務
　
士

代
表
取
締
役

公
認
会
計
士

税
　
理
　
士

泉
州
警
備
保
障
株
式
会
社

牧
村
労
務
管
理
事
務
所

徳
野
労
務
管
理
事
務
所

肥
後
会
計
事
務
所

株
式
会
社
ピ
ー
シ
ー
ポ
ー
ト

花
田
公
認
会
計
士
事
務
所

奥
自
動
車
工
業
株
式
会
社

株
式
会
社 

西
村
運
輸
倉
庫

株
式
会
社 

大
晃
運
送

日
鋼
運
送
株
式
会
社

株
式
会
社 

テ
レ
ビ
岸
和
田

岸
和
田
徳
洲
会
病
院

医
療
法
人 

徳
洲
会

日
本
生
命
保
険
相
互
会
社

瓢 

箪 

寿 

司

す
し
・
仕
出
し
・
幕
の
内

泉
州
実
業
株
式
会
社

総
合
保
険
サ
ー
ビ
ス

（
損
害
保
険
・
生
命
保
険
代
理
店
）

森
田
会
計
事
務
所

有
限
会
社
モ
リ
タ
計
算
セ
ン
タ
ー

暑中お見舞い申し上げます暑中お見舞い申し上げます
（順不同）

岸
和
田
市
額
原
町
五
四
八

電
　
話 

〇
七
二(

四
二
六)

六
七
五
八

岸
和
田
市
小
松
里
町
二
三
七
四

電
　
話 

〇
七
二(

四
四
五)

二
二
六
〇

Ｆ
Ａ
Ｘ 

〇
七
二(

四
四
三)

七
六
七
八

岸
和
田
市
八
阪
町
三-

一
六-

一
五

電
　
話 

〇
七
二(

四
三
七)

〇
七
七
七
㈹

Ｆ
Ａ
Ｘ 

〇
七
二(

四
三
七)

〇
七
七
六

岸
和
田
市
土
生
町
二-

三
〇-

一
二-

三
〇
九

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　 

泉
洋
ビ
ル
３
階

電
　
話 

〇
七
二(

四
三
七)

一
二
一
二
㈹

Ｆ
Ａ
Ｘ 

〇
七
二(

四
二
三)

五
六
九
〇

ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
ゴ
ル
フ

稲 

垣 

裕 

文

渡 

辺 

泰 

敏

水 

口 

政 

代

水 

口 

勝 

茂

代
表
取
締
役

代
表
取
締
役

社

会

保

険

労
　
務
　
士

社

会

保

険

労
　
務
　
士

美
し
い
人
工
芝
・
池
越
え
グ
リ
ー
ン

渡
辺
興
業
株
式
会
社

あ
ら
ゆ
る
清
掃
・
ビ
ル
メ
ン
テ
ナ
ン
ス

水
口
労
務
事
務
所

泉
州
産
業
事
務
組
合

株
式
会
社 

泉
宏
産
業

総
合
ビ
ル
メ
ン
テ
ナ
ン
ス

岸和田食料品小売業協同組合

理事長　桝田 昌昭

鮮魚・食料品のお買い物はラッコチェーン加盟店で

ミートワールドます田 岸和田市春木若松町２１－１ 電話 ０７２（４３７）７６８８

う ち や ま 商 店 岸和田市池尻町５７９－１ 電話 ０７２（４４５）０７１６

藤 本 食 料 品 店 岸和田市岸城町２２－４ 電話 ０７２（４２２）６３８４

（ラパーク内）
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暑中広告暑中広告

暑中お見舞い申し上げます暑中お見舞い申し上げます
（順不同）

岸
和
田
市
加
守
町
三-

一
三-

二
三

電
　
話 

〇
七
二(

四
三
九)

〇
七
八
一

岸
和
田
市
地
蔵
浜
町
一
一-

一

電
　
話 

〇
七
二(

四
三
七)

一
六
六
一

岸
和
田
市
木
材
町
六-

五

電
　
話 

〇
七
二(

四
三
七)

一
七
二
七

Ｆ
Ａ
Ｘ 

〇
七
二(

四
三
六)

三
一
〇
四

岸
和
田
市
田
治
米
町
一
四
八-

三

電
　
話 

〇
七
二(

四
四
五)

〇
〇
九
一

Ｆ
Ａ
Ｘ 

〇
七
二(

四
四
五)

〇
〇
九
二

岸
和
田
市
野
田
町
二-

一
八--

二
二

電
　
話 

〇
七
二(

四
二
二)

一
一
八
五

Ｆ
Ａ
Ｘ 

〇
七
二(

四
三
六)

三
八
四
〇

〇
七
二(

四
四
五)

〇
二
二
五

〇
七
二(

四
四
四)

岸
和
田
市
大
町
三
八
九-

二

一
四
二
七

電
　
話

岸
和
田
市
筋
海
町
六-

一
〇

電
　
話 

〇
七
二(

四
三
七)

九
八
六
一

岸
和
田
市
筋
海
町
九-

二

電
　
話 

〇
七
二(

四
三
九)

〇
七
一
七

五
七
二
〇

岸
和
田
市
加
守
町
二-

一
〇-

二
七

電
　
話 

〇
七
二(

四
三
七)

〇
七
八
一
㈹

Ｆ
Ａ
Ｘ 

〇
七
二(

四
三
一)

岸
和
田
市
加
守
町
四-

二
七-

一

電
　
話 

〇
七
二(

四
四
五)

九
九
一
五
㈹

岸
和
田
市
作
才
町
一-

五-

三

電
　
話 

〇
七
二(

四
三
六)

三
六
三
六

Ｆ
Ａ
Ｘ 

〇
七
二(

四
三
七)

五
六
七
〇

岸
和
田
市
野
田
町
一-

六-

一
二

電
　
話 

〇
七
二(

四
二
二)

Ｆ
Ａ
Ｘ 

〇
七
二(

四
二
二)

〇
〇
二
七

六
一
六
一
㈹

岸
和
田
市
岡
山
町
五
三
〇-

六

電
　
話 

〇
七
二(

四
四
五)

六
七
九
五

Ｆ
Ａ
Ｘ 

〇
七
二(

四
四
五)

六
七
九
六

岸
和
田
市
沼
町
二
八-

二
四

電
　
話 

〇
七
二(

四
三
九)

八
四
九
一

Ｆ
Ａ
Ｘ 

〇
七
二(

四
三
九)

六
八
〇
四

本
社
営
業
所 

岸
和
田
市
土
生
町
三-

一
五-

二
二-

二
階

　
　
　
　
　 

電
話 

〇
七
二(

四
三
〇)

三
〇
一
一

大
阪
営
業
所 

大
阪
市
浪
速
区
難
波
中
一-

一
〇-

四-

一
一
階

　
　
　
　 

　
電
話 

〇
六(

四
三
九
七)

六
一
一
一

岸
和
田
市
別
所
町
三-

一
〇-

四

電
　
話 

〇
七
二(

四
三
三)

三
〇
〇
〇

奥
　  

尚 

輝

西 

村 

政 

信

近
道 

光
一
郎

井 

上 

昌 

直

肥 

後 

眞 

弘

林
　  

武 

士

須 

川 

直 

人

西 

野   

晃

藤 

原 

秀 

之

東 

上 

震 

一

米 

田 

智 

範

森 

田 

敏 

裕

徳 

野 

隆 

一

徳 

野 

利 

夫

牧 

村   

修

牧 

村 

隆 

夫

松 

藤 

正 

子

花 

田 

昌 

己

代
表
取
締
役

代
表
取
締
役

社
　
　
　
長

代
表
取
締
役

代
表
取
締
役

所
　
　
　
長

代
　
表
　
者

取
締
役
社
長

岸
　
和
　
田

支
　
社
　
長

代
表
取
締
役

院
　
　
　
長

代
表
取
締
役

社
　
　
　
長

税
　
理
　
士

社

会

保

険

労
　
務
　
士

社

会

保

険

労
　
務
　
士

社

会

保

険

労
　
務
　
士

社

会

保

険

労
　
務
　
士

代
表
取
締
役

公
認
会
計
士

税
　
理
　
士

泉
州
警
備
保
障
株
式
会
社

牧
村
労
務
管
理
事
務
所

徳
野
労
務
管
理
事
務
所

肥
後
会
計
事
務
所

株
式
会
社
ピ
ー
シ
ー
ポ
ー
ト

花
田
公
認
会
計
士
事
務
所

奥
自
動
車
工
業
株
式
会
社

株
式
会
社 

西
村
運
輸
倉
庫

株
式
会
社 

大
晃
運
送

日
鋼
運
送
株
式
会
社

株
式
会
社 

テ
レ
ビ
岸
和
田

岸
和
田
徳
洲
会
病
院

医
療
法
人 

徳
洲
会

日
本
生
命
保
険
相
互
会
社

瓢 

箪 

寿 

司

す
し
・
仕
出
し
・
幕
の
内

泉
州
実
業
株
式
会
社

総
合
保
険
サ
ー
ビ
ス

（
損
害
保
険
・
生
命
保
険
代
理
店
）

森
田
会
計
事
務
所

有
限
会
社
モ
リ
タ
計
算
セ
ン
タ
ー

暑中お見舞い申し上げます暑中お見舞い申し上げます
（順不同）

岸
和
田
市
額
原
町
五
四
八

電
　
話 

〇
七
二(

四
二
六)

六
七
五
八

岸
和
田
市
小
松
里
町
二
三
七
四

電
　
話 

〇
七
二(

四
四
五)

二
二
六
〇

Ｆ
Ａ
Ｘ 

〇
七
二(

四
四
三)

七
六
七
八

岸
和
田
市
八
阪
町
三-

一
六-

一
五

電
　
話 

〇
七
二(

四
三
七)

〇
七
七
七
㈹

Ｆ
Ａ
Ｘ 

〇
七
二(

四
三
七)

〇
七
七
六

岸
和
田
市
土
生
町
二-
三
〇-

一
二-

三
〇
九

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　 

泉
洋
ビ
ル
３
階

電
　
話 

〇
七
二(

四
三
七)

一
二
一
二
㈹

Ｆ
Ａ
Ｘ 

〇
七
二(

四
二
三)
五
六
九
〇

ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
ゴ
ル
フ

稲 

垣 

裕 

文

渡 

辺 

泰 

敏

水 

口 

政 

代

水 

口 

勝 

茂

代
表
取
締
役

代
表
取
締
役

社

会

保

険

労
　
務
　
士

社

会

保

険

労
　
務
　
士

美
し
い
人
工
芝
・
池
越
え
グ
リ
ー
ン

渡
辺
興
業
株
式
会
社

あ
ら
ゆ
る
清
掃
・
ビ
ル
メ
ン
テ
ナ
ン
ス

水
口
労
務
事
務
所

泉
州
産
業
事
務
組
合

株
式
会
社 

泉
宏
産
業

総
合
ビ
ル
メ
ン
テ
ナ
ン
ス

岸和田食料品小売業協同組合

理事長　桝田 昌昭

鮮魚・食料品のお買い物はラッコチェーン加盟店で

ミートワールドます田 岸和田市春木若松町２１－１ 電話 ０７２（４３７）７６８８

う ち や ま 商 店 岸和田市池尻町５７９－１ 電話 ０７２（４４５）０７１６

藤 本 食 料 品 店 岸和田市岸城町２２－４ 電話 ０７２（４２２）６３８４

（ラパーク内）
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連載

小会議室

和　　室

２Ｆ

２Ｆ

２Ｆ

集 会 室

大会議室３Ｆ

第３会議室３Ｆ

研 修 室２Ｆ

6,000
12,000
9,000
15,000
7,000
10,000

9時～12時

19,000
38,000
28,500
47,500
14,000
20,000

13時～21時

25,000
50,000
37,500
62,500
21,000
30,000

9時～21時

14,000
28,000
21,000
35,000
14,000
20,000

9時～17時

11,000
22,000
16,500
27,500
7,000
10,000

18時～21時

9,000
18,000
13,500
22,500
7,000
10,000

13時～17時 定 員

210名

面 積

356㎡

基本料金

営利料金

基本料金

営利料金

市内

市外

冷房使用料

暖房使用料

1,200
2,400
1,800
3,000
1,000

9時～12時

3,800
7,600
5,700
9,500
2,000

13時～21時

5,000
10,000
7,500
12,500
3,000

9時～21時

2,800
5,600
4,200
7,000
2,000

9時～17時

2,200
4,400
3,300
5,500
1,000

18時～21時

1,800
3,600
2,700
4,500
1,000

13時～17時 定 員

12名

面 積

31㎡

基本料金

営利料金

基本料金

営利料金

市内

市外

冷暖房使用料

600
1,200
900

1,500
1,000

9時～12時

1,400
2,800
2,100
3,500
2,000

13時～21時

2,000
4,000
3,000
5,000
3,000

9時～21時

1,200
2,400
1,800
3,000
2,000

9時～17時

800
1,600
1,200
2,000
1,000

18時～21時

700
1,400
1,050
1,750
1,000

13時～17時 定 員 面 積

基本料金

営利料金

基本料金

営利料金

市内

市外

冷暖房使用料

12名 31㎡

2,000
4,000
3,000
5,000
3,000

9時～12時

6,500
13,000
9,750
16,250
6,000

13時～21時

8,500
17,000
12,750
21,250
9,000

9時～21時

4,800
9,600
7,200
12,000
6,000

9時～17時

3,700
7,400
5,550
9,250
3,000

18時～21時

3,000
6,000
4,500
7,500
3,000

13時～17時 定 員 面 積

基本料金

営利料金

基本料金

営利料金

市内

市外

冷暖房使用料

90名 136㎡

2,050

4,100

2,050

9時～12時

6,680

13,360

6,170

13時～21時

8,740

17,480

8,220

9時～21時

4,930

9,860

3,080

9時～17時

4,110

8,220

4,110

18時～21時

3,080

6,160

2,050

13時～17時 定 員 面 積

基本料金

営利料金

冷暖房使用料

46名 81㎡

1,230

2,460

1,020

9時～12時

3,900

7,800

3,080

13時～21時

5,140

10,280

4,110

9時～21時

2,880

5,760

1,540

9時～17時

3,080

6,160

2,050

18時～21時

1,850

3,700

1,020

13時～17時 定 員 面 積

基本料金

営利料金

冷暖房使用料

24名 25㎡

【単位：円〈消費税込〉】

【単位：円〈消費税込〉】

【単位：円〈消費税込〉】

※座席のみの場合、400名まで使用可能

注）使用内容によっては、お貸しできない場合があります。また、市外営利目的の場合は、大阪府内の方に限ります。

※座席のみの場合、150名まで使用可能 【単位：円〈消費税込〉】

【単位：円〈消費税込〉】

【単位：円〈消費税込〉】

注）使用内容によっては、お貸しできない場合があります。

セミナーや会議、研修など様々なニーズに合わせてお使い頂けます。 貸会議室に関するお問い合わせは

072-439-5287
岸和田市立産業会館 貸室担当岸和田市立産業会館 貸会議室のご案内

セミナーや会議、研修など様々なニーズに合わせてお使い頂けます。 貸会議室に関するお問い合わせは

072-439-5023
岸和田商工会議所 貸室担当岸和田商工会議所 貸会議室のご案内

熊谷 亮丸（くまがい みつまる）

株式会社大和総研
常務取締役 調査本部副本部長 チーフエコノミスト
財務省、総務省、内閣官房、内閣府、参議院など
の公職を歴任。２０１８年より経済同友会幹事。
２０１１年より株式会社財界研究所「財界賞・経
営者賞」選考委員会選考委員。テレビ東京「ワー
ルドビジネスサテライト」レギュラーコメンテー
ターとしても活躍中。

　
米
中
間
の
摩
擦
が
激
化
し
て
い
る
。

　
そ
も
そ
も
米
中
摩
擦
は
ど
ち
ら
の
国
に

と
っ
て
有
利
な
の
だ
ろ
う
か
？
　
こ
の
問

い
に
回
答
す
る
に
は
、
大
き
く
三
つ
の
ス

テ
ッ
プ
を
踏
む
必
要
が
あ
る
。

　
第
一
に
、
一
般
論
と
し
て
い
え
ば
、
米

中
間
の
関
税
引
き
上
げ
競
争
は
、（
１
）

米
国
の
方
が
経
済
規
模
が
１
．
６
倍
程
度

大
き
い
、（
２
）
製
造
業
の
ウ
エ
ー
ト
が
、

米
国
は
１
割
、
中
国
は
３
割
程
度
、（
３
）

相
手
国
か
ら
の
経
済
制
裁
の
上
限
を
規
定

す
る
「
Ｇ
Ｄ
Ｐ（
国
内
総
生
産
）
に
占
め

る
相
手
国
へ
の
輸
出
の
割
合
」
が
、
米
国

は
０
．
７
％
、中
国
は
３
．
６
％
程
度
、（
４
）

中
国
は
加
工
貿
易
型
の
経
済
構
造
を
有
す

る
、
と
い
う
四
つ
の
理
由
か
ら
、
中
国
に

と
っ
て
分
が
悪
い
。

　
し
か
し
な
が
ら
、
第
二
に
、
今
後
摩
擦

が
深
刻
化
す
る
と
、
い
わ
ゆ
る
「
関
税
の

ブ
ー
メ
ラ
ン
効
果
」
な
ど
か
ら
、
米
国
経

済
に
よ
り
深
刻
な
悪
影
響
が
生
じ
る
こ
と

が
懸
念
さ
れ
る
。
当
社
の
試
算
で
は
、
米

国
が
現
在
発
動
を
決
め
た
第
３
弾
ま
で
の

制
裁
措
置
を
講
じ
た
場
合
、
各
国
の
Ｇ
Ｄ

Ｐ
は
、
米
国
が
０
．
２
９
％
、
中
国
が

０
．
２
５
％
、
日
本
が
０
．
１
３
％
程
度

押
し
下
げ
ら
れ
る
。
さ
ら
に
、
米
国
が
現

在
検
討
中
の
第
４
弾
ま
で
の
制
裁
措
置
を

講
じ
る
と
、
各
国
の
Ｇ
Ｄ
Ｐ
は
、
米
国
が

０
．
５
５
％
、
中
国
が
０
．
３
６
％
、
日

本
が
０
．
２
２
％
程
度
減
少
す
る
。
こ
こ

　
今
後
、
米
中
摩
擦
の
行
方
は
ど
う
な
る

の
か
？
　
基
本
的
に
、
米
中
摩
擦
は
「
二

層
構
造
」
で
捉
え
る
必
要
が
あ
る
。

　
ま
ず
表
面
的
に
は
二
国
間
の
貿
易
収
支

の
問
題
が
あ
る
が
、
こ
れ
は
あ
ま
り
重
要

な
問
題
で
は
な
い
。
米
国
経
済
・
株
価
、

ト
ラ
ン
プ
大
統
領
の
支
持
率
の
動
向
次
第

で
は
、
わ
が
国
で
Ｇ
20
大
阪
サ
ミ
ッ
ト
が

開
催
さ
れ
る
６
月
末
前
後
に
で
も
、
一
定

の
妥
結
を
見
る
可
能
性
は
あ
ろ
う
。
　

　
し
か
し
な
が
ら
、
底
流
に
あ
る
「
資
本

主
義
対
共
産
主
義
」
と
い
う
体
制
間
の
覇

権
争
い
は
、
10
～
20
年
間
程
度
の
時
間
軸

で
続
く
可
能
性
が
あ
る
。
中
国
に
は
、
政

府
に
よ
る
産
業
界
へ
の
巨
額
の
補
助
金
の

投
入
、
外
国
企
業
か
ら
中
国
へ
の
技
術
移

転
の
強
要
、
不
十
分
な
知
的
財
産
権
の
保

護
、
デ
ー
タ
利
活
用
に
関
す
る
ル
ー
ル
の

不
整
備
、
不
公
正
な
貿
易
慣
行
、
サ
イ
バ
ー

テ
ロ
が
横
行
し
て
い
る
と
の
観
測
な
ど
、

問
題
が
山
積
し
て
い
る
。
こ
の
面
で
は
、

ト
ラ
ン
プ
大
統
領
の
主
張
は
正
鵠
（
せ
い

こ
く
）
を
射
た
も
の
で
あ
り
、
日
米
欧
が

ス
ク
ラ
ム
を
組
ん
で
中
国
へ
の
圧
力
を
強

め
る
こ
と
が
肝
要
で
あ
ろ
う
。

　
い
ず
れ
に
し
て
も
、Ｇ
20
大
阪
サ
ミ
ッ
ト

で
は
、
複
雑
な
国
際
情
勢
を
踏
ま
え
て
、
議

長
で
あ
る
安
倍
総
理
が
「
地
球
儀
を
俯
瞰

（
ふ
か
ん
）す
る
外
交
」の
真
骨
頂
を
見
せ
て

く
れ
る
こ
と
を
、大
い
に
期
待
し
た
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　（
５
月
20
日
執
筆
）

で
言
う
「
関
税
の
ブ
ー
メ
ラ
ン
効
果
」
と

は
、
例
え
ば
、
米
国
が
中
国
に
課
し
た
関

税
が
、
米
国
の
消
費
者
か
ら
見
れ
ば
消
費

増
税
と
同
様
の
効
果
を
持
ち
、
結
果
的
に

米
国
の
個
人
消
費
が
下
押
し
さ
れ
る
こ
と

な
ど
を
指
す
。
す
な
わ
ち
、
こ
の
ス
テ
ー

ジ
で
は
、
米
国
の
制
裁
措
置
に
対
し
て
、

中
国
が
抑
制
的
に
反
撃
す
る―

―

い
わ
ば

「
籠
城
戦
」「
持
久
戦
」
を
挑
む
こ
と
で
、

米
国
経
済
へ
の
悪
影
響
の
方
が
大
き
く

な
っ
て
く
る
。

　
と
は
い
え
、
第
三
に
、
米
国
に
は
ま
だ

多
様
な
政
策
カ
ー
ド
が
残
っ
て
い
る
。
例

え
ば
、
当
社
の
試
算
で
は
、
米
国
が
第
４

弾
ま
で
の
制
裁
措
置
を
講
じ
た
ケ
ー
ス
で

も
、
仮
に
中
国
へ
の
関
税
引
き
上
げ
で
増

加
し
た
税
収
を
、
米
国
が
全
て
イ
ン
フ
ラ

投
資
な
ど
の
政
府
支
出
に
充
て
る
場
合
に

は
、Ｇ
Ｄ
Ｐ
は
む
し
ろ
０
．
０
１
％
増
加

す
る
計
算
と
な
る
（
中
国
の
Ｇ
Ｄ
Ｐ
は

０
．
１
３
％
減
少
、
日
本
の
Ｇ
Ｄ
Ｐ
は
お

お
む
ね
不
変
）。
ま
た
、
現
状
、
米
国
で

は
イ
ン
フ
レ
圧
力
が
限
定
的
な
の
で
、
い

ざ
と
な
れ
ば
金
融
緩
和
を
行
い
景
気
を
下

支
え
す
る
こ
と
も
可
能
で
あ
る
。

　
以
上
の
点
に
加
え
て
、
米
国
は
「
事
実

上
中
国
の
フ
ァ
ー
ウ
ェ
イ
社
を
標
的
に
し

た
制
裁
措
置
」
と
い
っ
た
さ
ま
ざ
ま
な
対

中
制
裁
の
カ
ー
ド
を
有
し
て
い
る
こ
と
な

ど
を
勘
案
す
る
と
、
米
中
間
の
摩
擦
は
、

基
本
的
に
「
米
国
が
有
利
」
な
構
図
だ
と

捉
え
て
お
く
べ
き
で
あ
ろ
う
。

米中摩擦は
      どこに向かうのか？
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小会議室

和　　室

２Ｆ

２Ｆ

２Ｆ

集 会 室

大会議室３Ｆ

第３会議室３Ｆ

研 修 室２Ｆ

6,000
12,000
9,000
15,000
7,000
10,000

9時～12時

19,000
38,000
28,500
47,500
14,000
20,000

13時～21時

25,000
50,000
37,500
62,500
21,000
30,000

9時～21時

14,000
28,000
21,000
35,000
14,000
20,000

9時～17時

11,000
22,000
16,500
27,500
7,000
10,000

18時～21時

9,000
18,000
13,500
22,500
7,000
10,000

13時～17時 定 員

210名

面 積

356㎡

基本料金

営利料金

基本料金

営利料金

市内

市外

冷房使用料

暖房使用料

1,200
2,400
1,800
3,000
1,000

9時～12時

3,800
7,600
5,700
9,500
2,000

13時～21時

5,000
10,000
7,500
12,500
3,000

9時～21時

2,800
5,600
4,200
7,000
2,000

9時～17時

2,200
4,400
3,300
5,500
1,000

18時～21時

1,800
3,600
2,700
4,500
1,000

13時～17時 定 員

12名

面 積

31㎡

基本料金

営利料金

基本料金

営利料金

市内

市外

冷暖房使用料

600
1,200
900

1,500
1,000

9時～12時

1,400
2,800
2,100
3,500
2,000

13時～21時

2,000
4,000
3,000
5,000
3,000

9時～21時

1,200
2,400
1,800
3,000
2,000

9時～17時

800
1,600
1,200
2,000
1,000

18時～21時

700
1,400
1,050
1,750
1,000

13時～17時 定 員 面 積

基本料金

営利料金

基本料金

営利料金

市内

市外

冷暖房使用料

12名 31㎡

2,000
4,000
3,000
5,000
3,000

9時～12時

6,500
13,000
9,750
16,250
6,000

13時～21時

8,500
17,000
12,750
21,250
9,000

9時～21時

4,800
9,600
7,200
12,000
6,000

9時～17時

3,700
7,400
5,550
9,250
3,000

18時～21時

3,000
6,000
4,500
7,500
3,000

13時～17時 定 員 面 積

基本料金

営利料金

基本料金

営利料金

市内

市外

冷暖房使用料

90名 136㎡

2,050

4,100

2,050

9時～12時

6,680

13,360

6,170

13時～21時

8,740

17,480

8,220

9時～21時

4,930

9,860

3,080

9時～17時

4,110

8,220

4,110

18時～21時

3,080

6,160

2,050

13時～17時 定 員 面 積

基本料金

営利料金

冷暖房使用料

46名 81㎡

1,230

2,460

1,020

9時～12時

3,900

7,800

3,080

13時～21時

5,140

10,280

4,110

9時～21時

2,880

5,760

1,540

9時～17時

3,080

6,160

2,050

18時～21時

1,850

3,700

1,020

13時～17時 定 員 面 積

基本料金

営利料金

冷暖房使用料

24名 25㎡

【単位：円〈消費税込〉】

【単位：円〈消費税込〉】

【単位：円〈消費税込〉】

※座席のみの場合、400名まで使用可能

注）使用内容によっては、お貸しできない場合があります。また、市外営利目的の場合は、大阪府内の方に限ります。

※座席のみの場合、150名まで使用可能 【単位：円〈消費税込〉】

【単位：円〈消費税込〉】

【単位：円〈消費税込〉】

注）使用内容によっては、お貸しできない場合があります。

セミナーや会議、研修など様々なニーズに合わせてお使い頂けます。 貸会議室に関するお問い合わせは

072-439-5287
岸和田市立産業会館 貸室担当岸和田市立産業会館 貸会議室のご案内

セミナーや会議、研修など様々なニーズに合わせてお使い頂けます。 貸会議室に関するお問い合わせは

072-439-5023
岸和田商工会議所 貸室担当岸和田商工会議所 貸会議室のご案内

熊谷 亮丸（くまがい みつまる）

株式会社大和総研
常務取締役 調査本部副本部長 チーフエコノミスト
財務省、総務省、内閣官房、内閣府、参議院など
の公職を歴任。２０１８年より経済同友会幹事。
２０１１年より株式会社財界研究所「財界賞・経
営者賞」選考委員会選考委員。テレビ東京「ワー
ルドビジネスサテライト」レギュラーコメンテー
ターとしても活躍中。

　
米
中
間
の
摩
擦
が
激
化
し
て
い
る
。

　
そ
も
そ
も
米
中
摩
擦
は
ど
ち
ら
の
国
に

と
っ
て
有
利
な
の
だ
ろ
う
か
？
　
こ
の
問

い
に
回
答
す
る
に
は
、
大
き
く
三
つ
の
ス

テ
ッ
プ
を
踏
む
必
要
が
あ
る
。

　
第
一
に
、
一
般
論
と
し
て
い
え
ば
、
米

中
間
の
関
税
引
き
上
げ
競
争
は
、（
１
）

米
国
の
方
が
経
済
規
模
が
１
．
６
倍
程
度

大
き
い
、（
２
）
製
造
業
の
ウ
エ
ー
ト
が
、

米
国
は
１
割
、
中
国
は
３
割
程
度
、（
３
）

相
手
国
か
ら
の
経
済
制
裁
の
上
限
を
規
定

す
る
「
Ｇ
Ｄ
Ｐ（
国
内
総
生
産
）
に
占
め

る
相
手
国
へ
の
輸
出
の
割
合
」
が
、
米
国

は
０
．
７
％
、中
国
は
３
．
６
％
程
度
、（
４
）

中
国
は
加
工
貿
易
型
の
経
済
構
造
を
有
す

る
、
と
い
う
四
つ
の
理
由
か
ら
、
中
国
に

と
っ
て
分
が
悪
い
。

　
し
か
し
な
が
ら
、
第
二
に
、
今
後
摩
擦

が
深
刻
化
す
る
と
、
い
わ
ゆ
る
「
関
税
の

ブ
ー
メ
ラ
ン
効
果
」
な
ど
か
ら
、
米
国
経

済
に
よ
り
深
刻
な
悪
影
響
が
生
じ
る
こ
と

が
懸
念
さ
れ
る
。
当
社
の
試
算
で
は
、
米

国
が
現
在
発
動
を
決
め
た
第
３
弾
ま
で
の

制
裁
措
置
を
講
じ
た
場
合
、
各
国
の
Ｇ
Ｄ

Ｐ
は
、
米
国
が
０
．
２
９
％
、
中
国
が

０
．
２
５
％
、
日
本
が
０
．
１
３
％
程
度

押
し
下
げ
ら
れ
る
。
さ
ら
に
、
米
国
が
現

在
検
討
中
の
第
４
弾
ま
で
の
制
裁
措
置
を

講
じ
る
と
、
各
国
の
Ｇ
Ｄ
Ｐ
は
、
米
国
が

０
．
５
５
％
、
中
国
が
０
．
３
６
％
、
日

本
が
０
．
２
２
％
程
度
減
少
す
る
。
こ
こ

　
今
後
、
米
中
摩
擦
の
行
方
は
ど
う
な
る

の
か
？
　
基
本
的
に
、
米
中
摩
擦
は
「
二

層
構
造
」
で
捉
え
る
必
要
が
あ
る
。

　
ま
ず
表
面
的
に
は
二
国
間
の
貿
易
収
支

の
問
題
が
あ
る
が
、
こ
れ
は
あ
ま
り
重
要

な
問
題
で
は
な
い
。
米
国
経
済
・
株
価
、

ト
ラ
ン
プ
大
統
領
の
支
持
率
の
動
向
次
第

で
は
、
わ
が
国
で
Ｇ
20
大
阪
サ
ミ
ッ
ト
が

開
催
さ
れ
る
６
月
末
前
後
に
で
も
、
一
定

の
妥
結
を
見
る
可
能
性
は
あ
ろ
う
。
　

　
し
か
し
な
が
ら
、
底
流
に
あ
る
「
資
本

主
義
対
共
産
主
義
」
と
い
う
体
制
間
の
覇

権
争
い
は
、
10
～
20
年
間
程
度
の
時
間
軸

で
続
く
可
能
性
が
あ
る
。
中
国
に
は
、
政

府
に
よ
る
産
業
界
へ
の
巨
額
の
補
助
金
の

投
入
、
外
国
企
業
か
ら
中
国
へ
の
技
術
移

転
の
強
要
、
不
十
分
な
知
的
財
産
権
の
保

護
、
デ
ー
タ
利
活
用
に
関
す
る
ル
ー
ル
の

不
整
備
、
不
公
正
な
貿
易
慣
行
、
サ
イ
バ
ー

テ
ロ
が
横
行
し
て
い
る
と
の
観
測
な
ど
、

問
題
が
山
積
し
て
い
る
。
こ
の
面
で
は
、

ト
ラ
ン
プ
大
統
領
の
主
張
は
正
鵠
（
せ
い

こ
く
）
を
射
た
も
の
で
あ
り
、
日
米
欧
が

ス
ク
ラ
ム
を
組
ん
で
中
国
へ
の
圧
力
を
強

め
る
こ
と
が
肝
要
で
あ
ろ
う
。

　
い
ず
れ
に
し
て
も
、Ｇ
20
大
阪
サ
ミ
ッ
ト

で
は
、
複
雑
な
国
際
情
勢
を
踏
ま
え
て
、
議

長
で
あ
る
安
倍
総
理
が
「
地
球
儀
を
俯
瞰

（
ふ
か
ん
）す
る
外
交
」の
真
骨
頂
を
見
せ
て

く
れ
る
こ
と
を
、大
い
に
期
待
し
た
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　（
５
月
20
日
執
筆
）

で
言
う
「
関
税
の
ブ
ー
メ
ラ
ン
効
果
」
と

は
、
例
え
ば
、
米
国
が
中
国
に
課
し
た
関

税
が
、
米
国
の
消
費
者
か
ら
見
れ
ば
消
費

増
税
と
同
様
の
効
果
を
持
ち
、
結
果
的
に

米
国
の
個
人
消
費
が
下
押
し
さ
れ
る
こ
と

な
ど
を
指
す
。
す
な
わ
ち
、
こ
の
ス
テ
ー

ジ
で
は
、
米
国
の
制
裁
措
置
に
対
し
て
、

中
国
が
抑
制
的
に
反
撃
す
る―

―
い
わ
ば

「
籠
城
戦
」「
持
久
戦
」
を
挑
む
こ
と
で
、

米
国
経
済
へ
の
悪
影
響
の
方
が
大
き
く

な
っ
て
く
る
。

　
と
は
い
え
、
第
三
に
、
米
国
に
は
ま
だ

多
様
な
政
策
カ
ー
ド
が
残
っ
て
い
る
。
例

え
ば
、
当
社
の
試
算
で
は
、
米
国
が
第
４

弾
ま
で
の
制
裁
措
置
を
講
じ
た
ケ
ー
ス
で

も
、
仮
に
中
国
へ
の
関
税
引
き
上
げ
で
増

加
し
た
税
収
を
、
米
国
が
全
て
イ
ン
フ
ラ

投
資
な
ど
の
政
府
支
出
に
充
て
る
場
合
に

は
、Ｇ
Ｄ
Ｐ
は
む
し
ろ
０
．
０
１
％
増
加

す
る
計
算
と
な
る
（
中
国
の
Ｇ
Ｄ
Ｐ
は

０
．
１
３
％
減
少
、
日
本
の
Ｇ
Ｄ
Ｐ
は
お

お
む
ね
不
変
）。
ま
た
、
現
状
、
米
国
で

は
イ
ン
フ
レ
圧
力
が
限
定
的
な
の
で
、
い

ざ
と
な
れ
ば
金
融
緩
和
を
行
い
景
気
を
下

支
え
す
る
こ
と
も
可
能
で
あ
る
。

　
以
上
の
点
に
加
え
て
、
米
国
は
「
事
実

上
中
国
の
フ
ァ
ー
ウ
ェ
イ
社
を
標
的
に
し

た
制
裁
措
置
」
と
い
っ
た
さ
ま
ざ
ま
な
対

中
制
裁
の
カ
ー
ド
を
有
し
て
い
る
こ
と
な

ど
を
勘
案
す
る
と
、
米
中
間
の
摩
擦
は
、

基
本
的
に
「
米
国
が
有
利
」
な
構
図
だ
と

捉
え
て
お
く
べ
き
で
あ
ろ
う
。

米中摩擦は
      どこに向かうのか？
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※ご要望いただければ、制度説明にお伺いいたします。
　お気軽にお問合せください。

問合せ先：公益財団法人大阪産業局 設備支援部 設備支援チーム

　　　　　TEL:06-6947-4345　URL http://www.mydome.jp

・利率0.7～1.5%／年
  （割賦の場合）
・連帯保証人は
  原則代表者のみ
・従業員50名以下の
  企業の方が対象
  （その他条件有）

2019年度小規模企業者等設備貸与制度のご案内

設備投資を
応援します!
機械設備等を
 割賦販売（分割払い） 又は
 リース で
導入できます。

～65歳超雇用推進助成金のご案内～ 

65歳以上への定年の引上げ、定年の定め
の廃止、希望者全員を対象とする66歳以
上の継続雇用制度の導入のいずれかの
措置を実施する事業主の皆様を助成し
ます。 

高年齢者の雇用管理制度を整備するための措
置（高年齢者雇用管理整備措置）を実施した事
業主の皆様を助成します。
平成31年4月1日より開始した新しいコース
です。

50歳以上かつ定年年齢未満の有期契約労
働者を無期雇用労働者に転換した事業主
の皆様を助成します。 

①高年齢者雇用推進者の選任及び高年齢

者雇用管理に関する措置（※1）を実施

し、無期雇用転換制度を整備 

②転換計画の作成、機構への計画申請 

③転換の実施後6ヶ月分の賃金を支給 

④機構への支給申請

お問合わせや申請は、都道府県支部高齢・障

害者業務課（東京、大阪支部は高齢・障害者窓

口サービス課）までお願いします。そのほかに

必要な条件、要件等もございますので、詳しく

はホームページ(http://www.jeed.or.jp)を

ご覧ください。 高年齢者雇用管理に関する措置（※1）とは 

(a)職業能力の開発及び向上のための教育訓

練の実施等、(b)作業施設・方法の改善、(c)健

康管理、安全衛生の配慮、(d)職域の拡大、(e)

知識、経験等を活用できる配置、処遇の推進

(f)賃金体系の見直し、(g)勤務時間制度の弾

力化のいずれか 

生産性要件（※2）とは、『助成金の支給申請を行う直近の会計年度におけ

る「生産性」が、その3年度前に比べて6％以上伸びていること（生産性要件

の算定対象となった期間中に、事業主都合による離職者を発生させてい

ないこと）』が要件です。

（企業の場合）

・対象労働者１人につき48万円 

（中小企業事業主以外は38万円） 

・生産性要件（※2）を満たす場合には対象

労働者1人につき60万円 

（中小企業事業主以外は48万円 ）

・労働協約または就業規則で定めている
定年年齢等を、過去最高を上回る年齢
に引上げること 

・定年の引上げ等の実施に対して、専門
家へ委託費等の経費の支出があるこ
と。また、改正後の就業規則を労働基準
監督署へ届け出ること 

・１年以上継続して雇用されている60歳
以上の雇用保険被保険者が1人以上い
ること 

・高年齢者雇用推進者の選任及び高年齢
者雇用管理に関する措置（※1）の実施 

①高年齢者の能力開発、能力評価、賃金体系、

労働時間等の雇用管理制度の見直しもしく

は導入 

②法定の健康診断以外の健康管理制度（人間

ドックまたは生活習慣病予防検診）の導入
（注1）措置は、55歳以上の高年齢者を対象として労働協約また

は就業規則に規定し、1人以上の支給対象被保険者に実
施・適用することが必要。 

支給対象経費（注2）の60%《75%》、ただし中小企

業事業主以外は45%《60%》 
（注2）措置の実施に必要な専門家への委託費、コンサルタント

との相談経費（経費の額に関わらず、初回の申請に限り
30万円の費用を要したものとみなします。）

・定年の引上げ等の措置の内容、60歳以
上の被保険者数、定年等の引上げ年数
に応じて5万円から160万円

（ただし１事業主あたり（企業単位）1回
限り）

主な支給要件 措置（注1）の内容

申請の流れ

支給額

支給額

支給額

65歳超継続雇用促進コース 高年齢者評価制度等雇用管理改善コース 高年齢者無期雇用転換コース

営業利益+人件費+減価償却費+動産・不動産賃借料+租税公課
雇用保険被保険者数 

生産性＝

独立行政法人
高齢・障害・求職者雇用支援機構
大阪支部　高齢・障害者窓口サービス課
（TEL：０６－７６６４－０７２２）

【《》内は生産性要件（※2）を満たす場合】

渡辺 和博／わたなべ・かずひろ

日経ＢＰ社「日経ビジネス」シニアエディター

１９８６年筑波大学大学院理工学研究科修士課程修了。

同年日本経済新聞社入社。全国各地のものづくり企業、

自治体、地域商社やＤＭＯなどを取材、地域に持続的に

稼げるビジネスをつくることをテーマにした著書『地方

発ヒットを生む逆算発想のものづくり』がある。
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連載

※ご要望いただければ、制度説明にお伺いいたします。
　お気軽にお問合せください。

問合せ先：公益財団法人大阪産業局 設備支援部 設備支援チーム

　　　　　TEL:06-6947-4345　URL http://www.mydome.jp

・利率0.7～1.5%／年
  （割賦の場合）
・連帯保証人は
  原則代表者のみ
・従業員50名以下の
  企業の方が対象
  （その他条件有）

2019年度小規模企業者等設備貸与制度のご案内

設備投資を
応援します!
機械設備等を
 割賦販売（分割払い） 又は
 リース で
導入できます。

～65歳超雇用推進助成金のご案内～ 

65歳以上への定年の引上げ、定年の定め
の廃止、希望者全員を対象とする66歳以
上の継続雇用制度の導入のいずれかの
措置を実施する事業主の皆様を助成し
ます。 

高年齢者の雇用管理制度を整備するための措
置（高年齢者雇用管理整備措置）を実施した事
業主の皆様を助成します。
平成31年4月1日より開始した新しいコース
です。

50歳以上かつ定年年齢未満の有期契約労
働者を無期雇用労働者に転換した事業主
の皆様を助成します。 

①高年齢者雇用推進者の選任及び高年齢

者雇用管理に関する措置（※1）を実施

し、無期雇用転換制度を整備 

②転換計画の作成、機構への計画申請 

③転換の実施後6ヶ月分の賃金を支給 

④機構への支給申請

お問合わせや申請は、都道府県支部高齢・障

害者業務課（東京、大阪支部は高齢・障害者窓

口サービス課）までお願いします。そのほかに

必要な条件、要件等もございますので、詳しく

はホームページ(http://www.jeed.or.jp)を

ご覧ください。 高年齢者雇用管理に関する措置（※1）とは 

(a)職業能力の開発及び向上のための教育訓

練の実施等、(b)作業施設・方法の改善、(c)健

康管理、安全衛生の配慮、(d)職域の拡大、(e)

知識、経験等を活用できる配置、処遇の推進

(f)賃金体系の見直し、(g)勤務時間制度の弾

力化のいずれか 

生産性要件（※2）とは、『助成金の支給申請を行う直近の会計年度におけ

る「生産性」が、その3年度前に比べて6％以上伸びていること（生産性要件

の算定対象となった期間中に、事業主都合による離職者を発生させてい

ないこと）』が要件です。

（企業の場合）

・対象労働者１人につき48万円 

（中小企業事業主以外は38万円） 

・生産性要件（※2）を満たす場合には対象

労働者1人につき60万円 

（中小企業事業主以外は48万円 ）

・労働協約または就業規則で定めている
定年年齢等を、過去最高を上回る年齢
に引上げること 

・定年の引上げ等の実施に対して、専門
家へ委託費等の経費の支出があるこ
と。また、改正後の就業規則を労働基準
監督署へ届け出ること 

・１年以上継続して雇用されている60歳
以上の雇用保険被保険者が1人以上い
ること 

・高年齢者雇用推進者の選任及び高年齢
者雇用管理に関する措置（※1）の実施 

①高年齢者の能力開発、能力評価、賃金体系、

労働時間等の雇用管理制度の見直しもしく

は導入 

②法定の健康診断以外の健康管理制度（人間

ドックまたは生活習慣病予防検診）の導入
（注1）措置は、55歳以上の高年齢者を対象として労働協約また

は就業規則に規定し、1人以上の支給対象被保険者に実
施・適用することが必要。 

支給対象経費（注2）の60%《75%》、ただし中小企

業事業主以外は45%《60%》 
（注2）措置の実施に必要な専門家への委託費、コンサルタント

との相談経費（経費の額に関わらず、初回の申請に限り
30万円の費用を要したものとみなします。）

・定年の引上げ等の措置の内容、60歳以
上の被保険者数、定年等の引上げ年数
に応じて5万円から160万円

（ただし１事業主あたり（企業単位）1回
限り）

主な支給要件 措置（注1）の内容

申請の流れ

支給額

支給額

支給額

65歳超継続雇用促進コース 高年齢者評価制度等雇用管理改善コース 高年齢者無期雇用転換コース

営業利益+人件費+減価償却費+動産・不動産賃借料+租税公課
雇用保険被保険者数 

生産性＝

独立行政法人
高齢・障害・求職者雇用支援機構
大阪支部　高齢・障害者窓口サービス課
（TEL：０６－７６６４－０７２２）

【《》内は生産性要件（※2）を満たす場合】

渡辺 和博／わたなべ・かずひろ

日経ＢＰ社「日経ビジネス」シニアエディター

１９８６年筑波大学大学院理工学研究科修士課程修了。

同年日本経済新聞社入社。全国各地のものづくり企業、

自治体、地域商社やＤＭＯなどを取材、地域に持続的に

稼げるビジネスをつくることをテーマにした著書『地方

発ヒットを生む逆算発想のものづくり』がある。
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い
ず
れ
も
い
わ
ゆ
る
ニ
ッ
チ
市
場
で
す
が
、

世
の
中
の
ト
レ
ン
ド
と
合
わ
せ
て
み
る
と
、

必
要
と
さ
れ
て
生
ま
れ
る
べ
く
し
て
生
ま
れ

た
「
隙
間
」
商
品
だ
と
い
え
ま
す
。
こ
う
し

た
分
野
に
目
を
付
け
て
、
自
社
の
持
つ
商
品

や
技
術
、
企
業
サ
イ
ズ
な
ど
と
う
ま
く
マ
ッ

チ
ン
グ
さ
せ
る
こ
と
で
、
新
た
な
ヒ
ッ
ト
商

品
を
生
み
出
し
て
い
る
の
で
す
。

せ
ん
→
食
べ
ら
れ
ま
す
」
と
あ
え
て
書
い
て

い
ま
す
。
こ
う
し
た
遊
び
心
と
柔
軟
な
も
の

づ
く
り
は
小
規
模
な
会
社
だ
か
ら
こ
そ
実
現

し
た
と
も
い
え
ま
す
。

　
も
う
一
つ
の
事
例
を
紹
介
し
ま
す
。
静
岡

県
に
あ
る
小
さ
な
家
具
製
造
会
社
が
手
掛
け

て
い
る
、
長
距
離
ト
ラ
ッ
ク
の
運
転
席
に
置

く
組
み
込
み
家
具
で
す
。
長
距
離
ト
ラ
ッ
ク

の
運
転
手
は
運
転
席
と
そ
の
後
ろ
に
あ
る
簡

易
ベ
ッ
ド
で
何
日
も
泊
ま
り
込
み
な
が
ら
仕

事
を
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
た
め
空

い
て
い
る
助
手
席
な
ど
の
ス
ペ
ー
ス
に
、
着

替
え
や
ち
ょ
っ
と
し
た
食
料
な
ど
を
収
納
す

る
ボ
ッ
ク
ス
、
棚
な
ど
を
つ
く
り
付
け
て
い

る
人
も
多
い
よ
う
で
す
。

　
長
距
離
ト
ラ
ッ
ク
の
運
転
は
ハ
ー
ド
な
仕

事
で
、
人
材
の
確
保
が
難
し
い
業
種
で
す
。

運
送
会
社
と
し
て
も
、
運
転
手
の
働
く
環
境

が
快
適
に
な
れ
ば
安
全
性
も
高
ま
り
ま
す
し
、

職
場
の
定
着
率
を
上
げ
る
こ
と
に
も
プ
ラ
ス

に
働
き
ま
す
。

　
こ
の
家
具
製
造
会
社
は
さ
ま
ざ
ま
な
運
転

手
さ
ん
か
ら
の
意
見
を
取
り
入
れ
て
ト
ラ
ッ

ク
の
車
種
に
合
わ
せ
た
オ
ー
ダ
ー
メ
ー
ド
の

収
納
ボ
ッ
ク
ス
を
製
造
し
て
い
ま
す
。
限
ら

れ
た
用
途
に
向
け
て
オ
ー
ダ
ー
メ
ー
ド
で
つ

意外な『隙間』に
       ビジネスチャンスがある
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情報box情報box ハローワーク岸和田
●求人数・求職者数の状況
2019年5月

職業計

職業計

専門的・技術的職業
事務的職業
販売の職業
サービスの職業
保安の職業
生産工程の職業
輸送・機械運転の職業
建設・採掘の職業
運搬・清掃等の職業

2,579

596

234

241

531

37

254

234

237

192

一　般 パート
有効求人

一　般 パート
有効求職

一　般 パート
有効求人倍率

2,112

276

284

138

729

120

171

75

19

285

2,472

302

653

146

224

13

170

98

36

580

1,587

166

327

76

187

12

35

25

3

568

1.04

1.97

0.36

1.65

2.37

2.85

1.49

2.39

6.58

0.33

1.33

1.66

0.87

1.82

3.90

10.00

4.89

3.00

6.33

0.50

ハローワーク岸和田

●求人賃金・求職賃金の状況
2019年5月

専門的・技術的職業
事務的職業
販売の職業
サービスの職業
保安の職業
生産工程の職業
輸送・機械運転の職業
建設・採掘の職業
運搬・清掃等の職業

271,937

278,963

235,972

294,262

248,527

211,546

268,611

295,611

329,672

243,789

上限 下限
求人募集賃金

常用フルタイム

希望賃金
求職者

205,352

217,167

183,538

209,135

196,829

157,611

192,190

234,407

202,547

196,694

210,926

231,000

192,807

215,714

198,333

226,000

228,958

235,000

244,545

207,647

1,183

1,762

1,069

1,033

1,143

1,174

1,062

1,070

1,029

下限上限
求人募集賃金

常用的パート

希望賃金
求職者

1,056

1,397

993

974

1,011

1,051

974

1,024

987

1,009

1,233

973

977

970

940

962

1,042

959

ハローワーク岸和田

★ハローワーク岸和田　Tel　072-431-5541

今、多くの企業が労働生産性向上を考えています！ご存知
ですか？

　　　今後、労働力人口の減少が見込まれる中で経済成長を図っていくため、従業員の能力開発・意欲向上、働きやすさの改革、成果
を高める設備の導入など検討されています。事業所における生産性向上の取組みを支援するため、一部の助成金では、「生産性要件」
（３年度前に比べて６％以上伸びていること等）を満たしている場合に、その助成額、又は助成率の割増があります。

人件費

減価償却費

動産・不動産賃借料

租税公課

営業利益

生産性要件算定シートの項目の説明 生産性の計算

（1）付加価値

（2）

（3）

生産性伸び率の
計算式

・減価償却費

・地代家賃・賃借料

・租税公課

・営業利益

左記４項目の合計金額

雇用保険被保険者数

生産性（１）／（２）

（3）直近年度-（３）３年前年度／（３）３年前年度

・給料手当・賞与・通勤費・法定福利費・福利厚生費
・雑給・研修費・退職金、その他

「生産性要件算定シート」は厚生労働省のホームページに掲載「https://www.mhlw.go.jp/stf/seisakunitsuite/bunya/0000137393.html」
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岸和田商工会議所パソコン教室

072-438-3981

〈お問い合わせ〉

（運営委託：株式会社ピーシーポート）

ＴＥＬ
住所 岸和田市別所町３-１３-２６〈岸和田商工会議所内〉

◇ 授業料1回50分 1,000円
料金は月謝制。一度に多額の費用は不要です。機器使用料
200円（1回）、教室維持費1,000円（1ヶ月）が別途必要です。

◇ 自由予約制（振替可能）
忙しい方も安心！好きな日時を予約して通えます。
予約の振替も可能です。月４回からお申込頂けます。

◇ 個別指導により貴社に役立つ授業を実現
個別授業なので、自分に必要な内容だけを自分のペースで
学べます。日常のお困りごとをお尋ね頂くことも可能です。

◇ 仕事に役立つ講座が多数あります
Ｗｏｒｄ/Ｅｘｃｅｌ/ＰｏｗｅｒＰｏｉｎｔ/Ａｃｃｅｓｓなど一般向け講座とは
別にビジネスに役立つ講座を多数ご用意しております。

もういいかげんに手書きの見積・請求書は卒業したい。

社員に研修を受けさせたいが費用が高くて予算と合わない。

忙しくて一斉に受講させることができない。

自分のＩＴスキルが不足しているため、社員にＩＴ活用を支持できない。

パソコンを使いこなせるのはあの社員だけ。彼が辞めたらどうしよう。

パソコンを活用する必要性は感じるが、踏ん切りがつかずズルズルと先延ばしにしている。

こんなお悩みを低コストで解決します！今すぐお電話下さい！

無料授業料１回無料授業料１回

会員事業所特典会員事業所特典

事業主の皆様へ

パソコンを活用できていますか？
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岸和田税務署からのお知らせ
◆消費税軽減税率制度説明会の開催

日 時 ７月 日（木）午後１時 分～午後２時 分
日（金）午前 時～ 時

定 員　各日 人程度（要申込・定員になり次第締切）

場 所 岸和田税務署３階大会議室

（岸和田市土生町 ）

申込・問合先　法人課税第一部門（ ）

※自動音声に従い、はじめに「２」を選択してください。
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法事・同窓会・各種宴会・慶事・最大60名
地車入魂式・出張パーティー・宅配プラン

無料送迎バス・法要ルーム完備・カラオケ設備

岸和田市包近町748-１
0120-43-2312
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